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前
言

　

禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班
の
『
祖
堂
集
』
研
究
會
は
二
〇
〇
九
年
一
一
月
か
ら
讀
解
を
開
始
し
、
す
で
に
九
年

を
經
た
。
こ
の
間
、
二
〇
一
一
年
ま
で
に
卷
七
雪
峯
和
尚
章
の
譯
注
を
完
成
し
、『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
一
號
、
第

三
二
號
（
二
〇
一
一
，
二
〇
一
三
）
に
掲
載
、
こ
れ
を
補
訂
合
册
し
て
二
〇
一
四
年
一
一
月
に
『
唐
末
五
代
轉
型
期
の
禪
宗

―
九
、十
世
紀
福
建
禪
宗
の
思
想
史
的
動
向
（
一
）『
祖
堂
集
』
卷
七
雪
峯
和
尚
章
譯
注
』
を
作
成
（
非
売
品
）、
二
〇
一
六
年

三
月
に
「『
祖
堂
集
』
卷
十
譯
注
（
一
）」［
玄
沙
和
尚
章
、
長
生
和
尚
章
、
鵝
湖
和
尚
章
、
大
普
和
尚
章
］
を
『
禪
文
化
研

究
所
紀
要
』
第
三
三
號
（
二
〇
一
六
）
に
掲
載
し
た
。
こ
れ
に
續
く
「
鏡
清
和
尚
章
」（
全
四
一
則
）
會
讀
は
二
〇
一
一
年

一
一
月
開
始
、
二
〇
一
四
年
四
月
に
終
了
し
た
。
こ
こ
に
「『
祖
堂
集
』
卷
十
譯
注
（
二
）」
と
し
て
「
鏡
清
和
尚
章
」
の
第

一
回
譯
注
一
〇
則
を
整
理
し
揭
載
す
る
。
會
讀
を
擔
當
し
て
譯
注
資
料
を
提
供
し
た
の
は
、
久
保
讓
、
オ
ズ
ヴ
ァ
ル
ド
・
メ

ル
ク
ー
リ
、
鈴
木
洋
保
、
古
勝
亮
、
川
島
常
明
、
鈴
木
史
己
の
諸
氏
と
西
口
芳
男
、
衣
川
賢
次
で
あ
り
、
本
稿
は
當
日
の
資

料
と
討
論
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
衣
川
が
整
理
起
稿
し
、
西
口
が
檢
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

中
唐
馬
祖
道
一
（
七
〇
九
～
七
八
八
）
に
始
ま
る
唐
代
禪
宗
は
、
そ
の
後
一
世
を
風
靡
し
、
晩
唐
期
に
な
る
と
、
禪
宗
の

『
祖
堂
集
』
卷
一〇
譯
注
（
二
）
鏡
清
和
尚
章
（一）

唐
代
語
錄
研
究
班
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大
衆
化
現
象
を
背
景
に
庸
俗
的
理
解
が
瀰
漫
し
、
そ
の
教
説
の
再
檢
討
と
い
う
こ
と
が
禪
思
想
界
の
中
心
的
課
題
と
し
て
認

識
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
『
祖
堂
集
』
に
記
錄
さ
れ
た
雪
峯
章
（
卷
七
）、
そ
の
弟
子
た
ち
の
各
章
（
卷
一
〇
～
卷

一
二
）
を
閲
讀
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
確
に
看
取
で
き
る
。
一
〇
世
紀
福
建
で
資
料
收
集
、
編
纂
さ
れ
た
『
祖
堂
集
』
は

そ
の
具
體
相
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
重
要
資
料
で
あ
る
。
唐
宋
交
替
期
の
禪
宗
の
思
想
史
的
把
握
は
、『
祖
堂
集
』
と
い
う

資
料
を
細
心
に
讀
解
し
譯
注
を
作
成
す
る
こ
と
を
通
し
て
の
み
可
能
に
な
る
は
づ
で
あ
る
。

　

研
究
會
は
現
在
『
祖
堂
集
』
卷
一
一
雲
門
和
尚
章
（
全
一
三
則
）
を
會
讀
中
で
あ
り
、
整
理
で
き
次
第
、『
紀
要
』
に
揭

載
し
て
ゆ
く
豫
定
で
あ
る
。

　
　

二
〇
一
八
年
一
二
月
二
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班　

西
口
芳
男

衣
川
賢
次

［
凡
例
］

一
、 

本
譯
注
は
禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班
『
祖
堂
集
』
研
究
會
の
會
讀
成
果
で
あ
る
『
祖
堂
集
』
卷
一
〇
鏡
清
和
尚

章
（
全
四
一
則
の
冒
頭
一
〇
則
）
の
校
訂
本
文
、
訓
讀
文
、
日
本
語
譯
、
注
釋
か
ら
成
る
。

二
、 

譯
注
の
底
本
は
禪
文
化
研
究
所
影
印
大
字
本
『
祖
堂
集
』（
基
本
典
籍
叢
刊
，
一
九
九
四
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
校
訂
排

印
し
た
中
華
書
局
版
『
祖
堂
集
』
上
册
（
孫
昌
武
、
衣
川
賢
次
、
西
口
芳
男
點
校
，
中
國
佛
教
典
籍
選
刊
，
二
〇
一
〇
，
第

二
次
印
刷
版
）
を
參
考
に
し
た
。
校
訂
本
文
に
は
正
字
に
改
め
た
。

三
、 

段
落
は
中
華
書
局
版
『
祖
堂
集
』
に
從
っ
て
分
段
し
、
各
則
に
新
た
に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
。
本
文
の
文
字
の
異
同
は

中
華
書
局
版
に
校
記
が
あ
る
の
で
本
譯
注
に
は
あ
ら
た
め
て
加
え
ず
、
問
題
に
な
る
異
文
は
注
釋
中
に
論
ず
る
こ
と
に

し
た
。
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四
、 

注
釋
に
引
用
し
た
典
籍
は
、
基
本
的
に
上
揭
中
華
書
局
版
『
祖
堂
集
』
附
錄
二
「
關
於
祖
堂
集
的
校
理
」（
４
）「
祖

堂
集
校
勘
擧
例
」（
九
三
八
頁
）
に
列
す
る
版
本
を
も
ち
い
る
。『
祖
堂
集
』
本
文
に
は
中
華
書
局
版
の
則
番
號
を
附
し
、

檢
索
に
便
な
ら
し
め
た
。

［
目
次
］

　
鏡
清
和
尚
章
　
＊
印
は
本
書
に
の
み
錄
す
る
章

　

一
、
僧
諱

　

二
、
浙
中
の
米
價

　

三
、
象
骨
山
に
到
る

＊
四
、
入
路

　

五
、
以
心
傳
心
、
不
立
文
字

　

六
、
堂
堂
密
密

　

七
、
見
色
便
ち
見
心

＊
八
、
但た

だ
這こ

裏こ

に
向お

い
て
辨
明
せ
よ

　

九
、
か
く
も
尊
貴
、
か
く
も
綿
密

　

一
〇
、
今
日
人
に
遇
う
も
却
て
人
に
遇
わ
ず

〔
一
〕
僧
諱

　

鏡
清
和
尚
，
嗣
雪
峯
，
在
越
州
。
師
諱
道
怤
，
温
州
人
也
。
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【
訓
讀
】

　

鏡
清
和
尚
は
雪
峯
に
嗣
ぎ
、
越
州
に
在
り
。
師
諱い

み
なは
道ど
う

怤ふ

、
温
州
の
人
な
り
。

【
日
譯
】

　

鏡
清
和
尚
は
雪
峯
和
尚
に
嗣
法
し
、
越
州
に
住
し
た
。
師
は
僧
諱
は
道
怤
、
温
州
の
出
身
で
あ
る
。

【
注
釋
】

○
鏡
清
和
尚　

道
怤
（
八
六
四
ま
た
は
八
六
八
～
九
三
七
）
の
傳
記
資
料
は
本
章
が
も
っ
と
も
古
い
が
、
問
答
の
收
錄
を
主

と
し
、
生
卒
年
を
記
さ
な
い
。『
宋
高
僧
傳
』
卷
一
三
後
唐
杭
州
龍
册
寺
道
怤
傳
は
以
下
の
如
し
。

　

釋
道
怤
，
俗
姓
陳
，
永
嘉
人
也
。
丱
總
之
年
，
性
殊
常
準
，
而
惡
鯹
血
之
氣
，
親
黨
強
啖
以
枯
魚
，
且
虞
嘔
噦
。
求

出
家
於
開
元
寺
。
具
戒
已
，
遊
閩
入
楚
，
言
參
問
善
知
識
，
要
決
了
生
死
根
源
。
見
臨
川
曹
山
寂
公
，
大
有
徵
詰
，
若

曇
詢
之
問
僧
稠
也
。
終
頓
息
疑
於
雪
峯
，
閩
中
謂
之
小
怤
布
納
。
時
太
原
同
名
，
年
臘
之
高
故
。
曁
迴
浙
，
住
越
州
鑑

清
院
。
時
皮
光
業
者
，
日
休
之
子
，
辭
學
宏
贍
，
探
賾
禪
門
，
嘗
深
擊
難
焉
。
退
而
謂
人
曰
：
「
怤
公
之
道
，
崇
論
閎

議
，
莫
臻
其
極
。」
武
肅
王
錢
氏
欽
慕
，
命
居
天
龍
寺
，
私
署
順
德
大
師
。
次
文
穆
王
錢
氏
創
龍
册
寺
，
請
怤
居
之
。

吳
越
禪
學
自
此
而
興
。
以
天
福
丁
酉
歲
八
月
示
滅
，
春
秋
七
十
。
茶
毘
于
大
慈
山
塢
。
收
拾
舍
利
，
起
塔
於
龍
姥
山

前
。
故
僧
主
彙
征
撰
塔
銘
。
今
舍
利
院
，
弟
子
主
之
，
香
火
相
綴
焉
。

　
釋
氏
の
道
怤
は
、
俗
姓
は
陳
氏
、
浙
江
永
嘉
の
人
で
あ
る
。
丱
總
の
年
ご
ろ
、
規
範
意
識
の
強
い
性
質
で
、
生
臭
い
匂
い
を
嫌
っ

た
が
、
親
族
は
無
理
矢
理
に
乾
燥
魚
を
食
べ
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
ひ
ど
い
嘔
吐
を
起
こ
し
、
や
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
み

づ
か
ら
求
め
て
開
元
寺
で
出
家
し
、
具
足
戒
を
受
け
て
か
ら
、
善
知
識
に
參
問
し
て
生
死
の
根
源
を
究
め
て
決
著
を
つ
け
る
た
め
、

行
脚
に
出
た
。
江
西
臨
川
の
曹
山
本
寂
に
參
じ
て
問
答
應
酬
す
る
こ
と
、
か
つ
て
の
曇
詢
が
僧
稠
に
教
え
を
請
う
た
ご
と
く
で
あ
っ

た
が
、
疑
問
の
最
終
的
解
決
は
福
建
の
雪
峯
義
存
の
も
と
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
閩
中
で
小
怤
布
衲
と
呼
ば
れ
た
の
は
、
同
時
代
の
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太
原
孚
上
座
と
同
音
で
、
歲
が
若
か
っ
た
ゆ
え
で
あ
る
。
浙
江
に
歸
っ
て
越
州
の
鑑
清
院
に
住
し
た
。
當
時
、
皮
日
休
の
子
皮
光
業

は
名
だ
た
る
文
學
の
大
御
所
で
あ
っ
た
が
、
禪
に
關
心
を
も
ち
、
道
怤
と
突
っ
込
ん
だ
議
論
を
交
わ
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
退
い
て

人
に
語
る
に
、「
怤
公
の
禪
は
、
議
論
は
た
い
し
た
も
の
だ
が
、
究
極
を
き
わ
め
た
も
の
で
は
な
い
」
と
。
武
肅
王
錢
氏
は
そ
の
德
を

慕
い
、
杭
州
天
龍
寺
の
住
持
に
拔
擢
し
、
順
德
大
師
の
號
を
與
え
た
。
次
い
で
文
穆
王
錢
氏
が
龍
册
寺
を
創
建
し
て
、
道
怤
を
招
い

て
住
持
に
任
じ
、
吳
越
國
の
禪
學
は
こ
こ
に
興
起
し
た
。
天
福
二
年
丁
酉
の
歲
［
九
三
七
］
八
月
に
示
寂
、
七
〇
歲
で
あ
っ
た
。
杭

州
大
慈
山
の
麓
に
荼
毘
し
、
舍
利
を
收
拾
し
て
龍
姥
山
前
に
塔
を
建
て
た
。
吳
越
國
の
故
僧
主
彙
征
が
塔
銘
を
撰
し
た
。
今
も
舍
利

院
は
弟
子
が
院
主
と
な
り
、
香
火
が
絶
え
な
い
。

　
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
杭
州
龍
册
寺
順
德
大
師
道
怤
章
は
「
晉
天
福
二
年
丁
酉
歲
八
月
示
滅
，
壽
七
十
四
」
と
し
、

三
五
則
を
收
錄
す
る
が
、
本
書
の
四
一
則
と
重
複
す
る
も
の
は
一
四
則
の
み
で
、
本
書
の
後
半
部
分
は
ほ
と
ん
ど
獨
自
の

採
錄
に
か
か
る
。
ま
た
『
宗
門
摭
英
集
』
卷
中
は
二
八
則
、『
宗
門
統
要
集
』
卷
八
は
一
四
則
、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
四
は

一
七
則
を
收
錄
し
て
い
る
。『
祖
庭
事
苑
』
卷
七
鏡
清
條
、『
十
國
春
秋
』
卷
八
九
は
と
も
に
『
宋
高
僧
傳
』
と
『
景
德
傳

燈
錄
』
の
記
述
に
據
っ
て
い
る
。『
碧
巖
錄
』
第
四
六
則
の
「
鏡
清
雨
滴
聲
」
が
有
名
で
あ
る
（
本
章
第
二
三
則
）。
な
お

越
州
山
陰
縣
（
今
の
浙
江
省
紹
興
市
）
の
鏡
清
院
は
唐
天
祐
四
年
（
九
〇
七
）
に
府
の
東
南
六
里
七
四
步
の
地
に
建
て
ら

れ
た
（『
會
稽
志
』
卷
七 

寺
院
「
景
德
院
」
條
）。
院
名
の
由
來
は
本
章
第
二
七
則
に
言
う
よ
う
に
院
が
面
す
る
鏡
湖
に
ち

な
む
。
右
の
『
宋
高
僧
傳
』
で
「
鑑
清
院
」
と
し
て
い
る
の
は
、
宋
太
祖
の
廟
諱
「
敬
」
の
同
音
字
「
鏡
」
を
避
け
た

（
嫌
名
）
の
で
あ
る
（『
能
改
齋
漫
錄
』
卷
九 

地
理
「
鏡
湖
」
條
參
照
）。

○
嗣
雪
峯
，
在
越
州　

雪
峯
義
存
（
八
二
二
～
九
〇
八
）
へ
の
入
門
の
時
期
は
本
書
に
記
さ
な
い
が
、
北
宋
末
か
ら
南
宋
初

の
人
で
あ
る
圓
悟
の
『
佛
果
擊
節
錄
』
第
四
一
則
評
唱
に
は
、「
鏡
清
一
十
七
歲
行
脚
，
參
見
雪
峯
」
と
あ
る
。
道
怤
は

雪
峯
門
下
の
有
力
な
弟
子
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
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〇
師
諱
道
怤
，
温
州
人
也　

本
章
は
俗
姓
を
記
さ
な
い
が
、『
宋
高
僧
傳
』、『
景
德
傳
燈
錄
』
と
も
に
「
俗
姓
は
陳
、
永
嘉

の
人
」
と
い
う
。
永
嘉
は
温
州
の
治
所
（
今
の
浙
江
省
温
州
市
）。

〔
二
〕
浙
中
の
米
價

　

師
初
入
閩
，
參
見
靈
雲
，
便
問
：
「
行
脚
大
事
，
如
何
指
南
？
」
雲
云
：
「
浙
中
米
作
摩
價
？
」
師
云
：
「
洎
作
米
價

會
。」

【
訓
讀
】

　

師
初
め
て
閩
に
入
り
、
靈
雲
に
參
見
す
る
や
、
便
ち
問
う
、「
行
脚
の
大
事
、
如い

か
ん何
が
指
南
せ
ら
れ
ん
？
」
雲
云
く
、「
浙

中
の
米
、
作い

摩か

な
る
價か

ぞ
？
」
師
云
く
「
洎ほ
と

ん
ど
米べ
い

價か

の
會え

を
作な

さ
ん
と
す
。」

【
日
譯
】

　

師
は
初
め
て
閩
地
に
入
り
、
靈
雲
に
參
見
し
て
、
す
ぐ
に
質
問
し
た
、「
行
脚
の
意
義
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
教
え

い
た
だ
け
ま
す
か
？
」
靈
雲
は
答
え
た
、「
浙
中
の
米
は
い
か
ほ
ど
の
價
格
か
な
？
」（
や
や
あ
っ
て
）
師
、「
あ
っ
、
米
の

價
格
の
こ
と
か
と
勘
違
い
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
宗
門
統
要
集
』
卷
九
、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
四
、『
禪
門
拈
頌
集
』
卷
二
五
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
收
錄
す

る
。『
宗
門
統
要
集
』
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

師
問
靈
雲
：
「
行
脚
事
大
，
乞
師
指
南
。」
云
：
「
浙
中
米
作
麼
價
？
」
師
云
：
「
若
不
是
某
甲
，
洎
作
米
價
會
。」

○
靈
雲　

靈
雲
志
懃
禪
師
（
生
卒
年
未
詳
，
本
書
卷
一
九
）。
福
州
の
人
。
湖
南
潙
山
靈
祐
の
も
と
で
修
行
し
、
滿
開
の
桃
花

を
見
て
悟
っ
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
の
ち
閩
に
歸
り
、
靈
應
院
、
靈
雲
山
に
住
し
た
の
で
雪
峯
門
下
と
交
涉
が
あ
る
。
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靈
雲
山
は
福
州
懷
安
縣
。『
三
山
志
』
卷
三
四
連
江
縣
東
靈
應
院
の
條
に
「
建
興
里
。（
乾
符
）
五
年
［
八
七
八
］
置
。
初

僧
志
勤
參
潙
山
，
觀
桃
花
而
悟
。
咸
通
初
（
八
六
〇
），
開
懷
安
靈
雲
山
。
乾
符
元
年
［
八
七
四
］，
開
羅
源
仙
茆
，
是
歲

創
此
。」
と
い
う
。
傳
記
研
究
に
王
榮
國
「
唐
志
勤
禪
師
生
平
考
」（『
宗
教
學
研
究
』
二
〇
〇
二
年
第
一
期
）
が
あ
る
。

○
行
脚
大
事
，
如
何
指
南　

禪
僧
と
し
て
師
友
を
訪
ね
、
開
悟
の
激
發
の
契
機
を
求
め
る
行
脚
に
お
い
て
、
何
を
指
南
と
す

べ
き
か
と
い
う
、
行
脚
の
眼
目
を
問
う
。

○
浙
中
米
作
摩
價　

き
み
の
故
郷
の
米
の
値
段
は
い
か
ほ
ど
か
。
青
原
行
思
（
六
七
一
～
七
三
八
）
の
「
廬
陵
の
米
價
」
を

應
用
し
た
問
い
。
本
書
卷
三
靖
居
和
尚
章
に
、 

　

僧
問
：
「
如
何
是
佛
法
大
意
？
」
師
曰
：
「
廬
陵
米
作
摩
價
？
」

廬
陵
は
靖
居
寺
の
あ
っ
た
吉
州
の
州
治
廬
陵
縣
。
當
地
の
米
價
を
問
う
こ
と
で
、
僧
み
づ
か
ら
の
修
行
が
米
を
施
す
施
主

の
期
待
に
應
え
得
て
い
る
か
、
僧
自
身
の
反
省
を
迫
る
も
の
。
本
則
で
靈
雲
は
「
浙
中
」
す
な
わ
ち
道
怤
の
出
身
地
（
温

州
）
に
替
え
て
問
い
返
し
た
。
家
郷
を
棄
て
、
信
施
に
よ
っ
て
他
に
求
め
ま
わ
る
行
脚
を
た
し
な
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の

意
味
を
理
解
す
る
に
は
黃
山
月
輪
と
夾
山
善
會
の
問
答
（
本
書
卷
九
黃
山
和
尚
章
）
が
參
考
に
な
る
。

　

師
初
參
夾
山
，
夾
山
而
問
：
「
汝
是
什
摩
處
人
？
」
對
曰
：
「
閩
中
人
。」
夾
山
云
：
「
還
識
老
僧
不
？
」
對
云
：

「
還
識
學
人
不
？
」
夾
山
云
：
「
不
然
。
子
且
還
老
僧
草
鞋
價
，
然
後
老
僧
還
子
江
陵
米
價
。」
師
云
：
「
與
摩
則
却
不

識
和
尚
。
未
委
江
陵
米
作
摩
價
？
」
夾
山
讚
曰
：
「
子
善
能
哮
吼
！
」

　

師
が
初
め
て
夾
山
に
參
じ
た
と
き
、
夾
山
が
問
う
、「
き
み
は
ど
こ
の
者
か
？
」
師
、「
閩
地
の
者
で
す
。」
夾
山
、「
わ
た
し
が
誰

だ
か
わ
か
る
か
？
」
師
、「
あ
な
た
こ
そ
わ
た
し
が
誰
だ
か
わ
か
り
ま
す
か
？
」
夾
山
、「
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
な
た
は
ま

づ
わ
た
し
に
草
鞋
代
を
支
拂
っ
て
く
れ
。
そ
う
し
た
ら
わ
た
し
が
そ
な
た
に
江
陵
の
米
代
を
支
拂
お
う
。」
師
、「
そ
れ
で
し
た
ら
、

和
尚
が
ど
う
い
う
お
方
か
知
ら
ず
、
失
禮
を
い
た
し
ま
し
た
。
さ
て
、
こ
ち
ら
江
陵
の
米
の
値
段
は
い
か
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
？
」
夾
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山
は
褒
め
て
言
っ
た
、「
そ
な
た
は
な
か
な
か
の
技
量
だ
な
！
」

黃
山
が
支
拂
う
草
鞋
代
と
は
黃
山
が
み
づ
か
ら
の
行
脚
を
清
算
す
る
こ
と
、
夾
山
が
支
拂
う
米
代
と
は
夾
山
に
お
け
る
み

づ
か
ら
の
修
行
の
内
實
を
相
手
に
示
す
こ
と
で
、
互
い
に
點
檢
し
あ
お
う
と
い
う
提
案
で
あ
る
。

○
洎
作
米
價
會　
「
わ
た
し
は
う
っ
か
り
た
だ
の
米
の
値
段
を
訊
か
れ
た
の
だ
と
勘
違
い
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
行
脚
を
戒

め
る
お
教
え
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」。「
洎
～
」
は
「
あ
や
う
く
～
と
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
」、「
す
ん
で
の
と
こ
ろ

で
～
し
な
く
て
す
ん
だ
」
意
。『
宗
門
統
要
集
』
等
は
「
若
不
是
某
甲
，
洎
作
米
價
會
。」（
わ
た
し
で
な
け
れ
ば
、
米
の
値

段
の
こ
と
と
勘
違
い
す
る
と
こ
ろ
で
す
よ
）
と
な
っ
て
い
て
、
本
則
と
は
か
な
り
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
っ
て
い
る
。
青
原

行
思
の
答
え
「
廬
陵
米
作
摩
價
？
」
は
當
時
有
名
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
變
奏
だ
と
知
っ
て
「
若
不
是
某
甲
，
洎

作
米
價
會
。」
と
答
え
た
の
な
ら
ば
、
道
怤
は
靈
雲
の
「
浙
中
米
作
摩
價
？
」
と
い
う
反
問
（
行
脚
の
指
南
を
問
わ
れ
て
、

行
脚
し
て
ま
わ
る
こ
と
を
戒
め
た
）
に
反
撥
し
、「
そ
ん
な
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
お
教
え
は
そ
れ
だ
け
で
す
か
？
」

と
い
う
意
に
な
る
。
た
し
か
に
次
の
則
を
見
て
も
、
道
怤
は
す
で
に
禪
の
故
事
を
よ
く
わ
き
ま
え
て
い
た
よ
う
で
は
あ
る

が
、『
宗
門
統
要
集
』
等
の
附
加
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
は
、
や
は
り
通
常
の
理
解
を
反
轉
さ
せ
た
宋
代
禪
ら
し
い
改
變
で
あ

ろ
う
。

〔
三
〕
象
骨
山
に
到
る

　

却
續
到
象
骨
。
象
骨
問
：
「
汝
是
什
摩
處
人
？
」
對
云
：
「
終
不
道
温
州
生
長
。」
峯
云
：
「
與
摩
則
一
宿
覺
是
汝
郷
人

也
。」
云
：
「
只
如
一
宿
覺
是
什
摩
處
人
？
」
峯
云
：
「
者
个
子
！ 
好
喫
一
頓
棒
，
且
放
過
。」

【
訓
讀
】

　

却の
ち

に
續
い
て
象
骨
に
到
る
。
象
骨
問
う
、「
汝
は
是
れ
什い

摩づ

處こ

の
人
ぞ
？
」
對こ
た

え
て
云
く
、「
終け
っ

し
て
温
州
に
生
長
す
と
道い
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わ
ず
。」
峯
云
く
、「
與か

摩く

な
ら
ば
則
ち
一い
っ

宿し
ゅ
く

覺か
く

は
是
れ
汝
が
郷
人
な
り
。」
云
く
、「
一
宿
覺
の
只ご

如と

き
は
是
れ
什い

摩づ

處こ

の

人
ぞ
？
」
峯
云
く
、「
者こ个
の
子し

！ 

一い
っ

頓と
ん

棒ぼ
う

を
喫き
っ

す
る
に
好よ

し
。
且か

つ
放ほ
う

過か

せ
ん
。」

【
日
譯
】

　

そ
の
の
ち
象
骨
山
に
到
っ
た
。
象
骨
（
雪
峯
）
が
問
う
、「
き
み
は
ど
こ
の
者
か
？
」
答
え
て
い
う
、「
温
州
で
生
ま
れ

育
っ
た
な
ど
と
は
、
け
っ
し
て
申
し
ま
せ
ん
。」
雪
峯
、「
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
、
あ
の
一
宿
覺
は
き
み
の
同
郷
人
だ
な
。」

道
怤
、「
一
宿
覺
と
や
ら
は
ど
こ
の
人
で
し
ょ
う
か
？
」
雪
峯
、「
こ
い
つ
め
！ 

わ
し
の
棒
を
い
っ
ぱ
つ
喰
ら
う
が
い
い
。

が
、
と
も
か
く
許
し
て
や
ろ
う
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
佛
果
擊
節
錄
』
第
四
一
則
評
唱
、『
祖
庭
事
苑
』
卷
七
「
鏡
清
」
條
、『
五
燈
會
元
』

卷
七
、『
雪
峯
語
錄
』
卷
下
に
も
收
錄
す
る
。

○
象
骨　

象
骨
山
は
福
州
侯
官
縣
に
あ
り
、
の
ち
雪
峯
山
と
改
名
さ
れ
た
。『
三
山
志
』
卷
三
四 

寺
觀 

侯
官
縣
「
雪
峯
崇

聖
禪
寺
」
條
に
い
う
、

　

嘉
祥
東
里
。［
咸
通
］
十
一
年
（
八
七
〇
）
置
。
初
僧
義
存
遊
吳
楚
，
至
武
陵
，
傳
灋
於
五
祖
德
山
，
乃
歸
閩
，
居

芙
蓉
山
石
室
，
其
徒
蝟
集
。
有
同
學
行
實
者
，
爲
相
勝
槩
曰
：
「
宜
若
鷲
嶺
猴
江
乃
可
。」
於
是
得
象
骨
峰
，
形
勢
積

髙
，
根
蟠
四
邑
；
未
冬
或
雪
，
當
夏
無
暑
，
乃
與
里
人
謝
傚
輩
誅
茅
爲
庵
於
凉
映
臺
北
。
道
存
以
來
，
一
日
登
巓
遇

雪
，
留
宿
其
上
，
因
改
名
雪
峯
。〔『
閩
中
實
錄
』
：
閩
王
問
雪
峯
曰
：
「
師
住
象
骨
，
山
有
何
異
？
」
答
曰
：
「
山
頂

暑
月
，
猶
有
積
雪
。」
審
知
曰
：
「
可
名
雪
峯
。」〕
其
徒
益
盛
，
舄
衲
無
所
容
，
乃
去
庵
三
百
步
營
新
居
。
乾
符
二
年

（
八
七
五
）
賜
號
眞
覺
及
三
衣
，
乃
號
應
天
雪
峯
禪
院
。

義
存
禪
師
が
象
骨
山
に
住
す
る
の
は
咸
通
一
一
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
問
答
の
設
定
も
そ
れ
以
後
と
な
る
。
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○
象
骨
問
：
汝
是
什
摩
處
人
？　

初
相
見
で
「
ど
こ
の
者
か
？
」
ま
た
は
「
ど
こ
か
ら
來
た
の
か
？
」
と
問
う
の
は
、
生
緣

（
籍
貫
）
で
は
な
く
、
相
手
の
境
位
ま
た
は
覺
悟
の
ほ
ど
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

　

壽
山
解
禪
師
行
脚
時
，
造
師
法
席
。
師
問
曰
：
「
闍
黎
生
緣
何
處
？
」
云
：
「
和
尚
若
實
問
，
某
甲
即
是
閩
中
人
。」

師
曰
：
「
爾
父
名
什
麼
？
」
云
：
「
今
日
蒙
和
尚
致
此
一
問
，
直
得
忘
前
失
後
。」（
日
本
慧
印
校
『
洞
山
錄
』） 

　

師
問
僧
：
「
甚
處
過
夏
？
」
僧
云
：
「
和
尚
實
問
即
道
。」
師
云
：
「
作
賊
人
心
虛
。」（『
雲
門
廣
錄
』
卷
下
）

こ
の
兩
則
と
も
に
「
實
問
」（
實
際
の
地
名
を
問
う
も
の
）
で
は
な
い
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
對
云
：
終
不
道
温
州
生
長　

道
怤
は
「
和
尚
の
問
う
意
圖
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
」
と
應
じ
た
。

○
峯
云
：
與
摩
則
一
宿
覺
是
汝
郷
人
也　
「
一
宿
覺
」
は
永よ

う

嘉か

玄げ
ん

覺か
く

（
六
七
五
～
七
一
三
，
本
書
卷
三
一
宿
覺
和
尚
章
）。
六
祖

慧
能
に
參
じ
て
た
だ
ち
に
開
悟
し
、
一
泊
だ
け
し
て
去
っ
た
こ
と
か
ら
「
一
宿
覺
」
と
呼
ば
れ
た
。「
終
得
心
于
曹
溪
耳
。

既
決
所
疑
，（
慧
）
能
留
一
宿
，
號
曰
一
宿
覺
」（『
宋
高
僧
傳
』
卷
八
）。

○
云
：
只
如
一
宿
覺
是
什
摩
處
人
？　

一
宿
覺
は
一
宿
覺
、
わ
た
し
は
わ
た
し
で
す
。『
證
道
歌
』
で
知
ら
れ
る
一
宿
覺
に

よ
っ
て
わ
た
し
を
見
て
い
た
だ
く
の
は
不
本
意
で
す
。「
こ
の
今
あ
る
我
を
見
よ
」
と
い
う
氣
概
を
示
す
。

○
峯
云
：
者
个
子
！ 

好
喫
一
頓
棒
，
且
放
過　
「
者
个
～
」
は
輕
視
の
語
氣
を
も
つ
が
、「
子
」
は
て
い
ね
い
な
呼
稱
で
あ

る
か
ら
、
雪
峯
は
道
怤
の
應
對
を
そ
れ
な
り
に
受
け
と
め
、
笑
っ
て
入
門
を
認
め
た
の
で
あ
る
。『
佛
果
擊
節
錄
』
は

「
雪
峯
笑
乃
器
之
。」

〔
四
〕
入
路

　

師
又
問
：
「
從
上
祖
德
例
説
入
路
，
還
是
也
無
？
」
峯
云
：
「
是
。」「
學
人
初
心
後
學
，
乞
師
指
示
个
入
路
。」
峯
云
：

「
但
從
者
裏
入
。」
師
云
：
「
學
人
朦
昧
，
再
乞
指
示
。」
峯
云
：
「
我
今
日
不
多
安
。」
放
身
便
倒
。
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【
訓
讀
】

　

師
又
た
問
う
、「
從
上
の
祖
德
、
例れ

い

と
し
て
入
に
ゅ
う

路ろ

を
説
く
、
還は

た
是し
か

る
や
？
」
峯
云
く
、「
是し
か

り
。」「
學
人
は
初
心
後
學
、

乞
う
師
よ
个こ

の
入
路
を
指
示
せ
よ
。」
峯
云
く
、「
但た

だ
者こ

裏こ

從よ

り
入い

れ
。」
師
云
く
、「
學
人
朦
昧
な
れ
ば
、
再
び
指
示
さ
れ

ん
こ
と
を
乞
う
。」
峯
云
く
、「
我
今
日
多
く
は
安
か
ら
ず
。」
放
身
し
て
便
ち
倒
る
。

【
日
譯
】

　

ま
た
問
う
た
、「
む
か
し
の
祖
師
大
德
が
た
は
み
な
一
樣
に
開
悟
の
手
が
か
り
を
説
い
て
い
ま
し
た
ね
？
」
雪
峯
、「
そ
う

だ
。」
鏡
清
、「
わ
た
く
し
は
禪
門
の
新
參
も
の
で
す
。
ど
う
か
師
よ
、
手
が
か
り
を
ご
指
示
く
だ
さ
い
。」
雪
峯
、「
今
こ
こ

が
手
が
か
り
だ
。」
鏡
清
、「
わ
た
く
し
愚
昧
で
、
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
も
う
い
ち
ど
ご
指
示
を
お
ね
が
い

い
た
し
ま
す
。」
雪
峯
、「
わ
し
は
今
日
は
身
體
の
ぐ
あ
い
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
の
で
な
」
と
言
っ
て
バ
タ
ッ
と
倒
れ
た
。

【
注
釋
】

○
師
又
問
：
從
上
祖
德
例
説
入
路
，
還
是
也
無
？　

前
則
の
問
答
に
續
い
て
問
う
。「
從
上
祖
德
」
は
達
摩
以
來
の
禪
門
の

祖
師
大
德
。「
例
説
」
の
「
例
」
は
「
一
例
」、「
例
皆
」
と
い
う
よ
う
に
、「
み
な
、
ひ
と
し
く
」。「
入
路
」
は
開
悟
へ
の

入
口
、
手
が
か
り
。
そ
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
と
い
き
な
り
求
め
る
の
で
な
く
、
こ
う
し
た
こ
と
を
用
心
深
く
確
認
す
る

の
は
、
禪
宗
で
は
た
と
え
ば
德
山
宣
鑒
（
雪
峯
が
か
つ
て
參
じ
た
師
）
の
よ
う
に
安
易
に
教
え
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。

○
峯
云
：
但
從
者
裏
入　
「
こ
こ
よ
り
入
れ
」
と
は
、
き
み
自
身
の
見
聞
覺
知
の
は
た
ら
く
今
こ
の
場
が
入
口
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
馬
祖
は
言
う
、「
今
の
見
聞
覺
知
、
元
よ
り
是
れ
汝
が
本
性
、
亦
た
本
心
と
名
づ
く
。
更
に
此
の
心
を
離
れ
て

別
に
佛
有
る
に
あ
ら
ず
」（『
宗
鏡
錄
』
卷
一
四
、『
馬
祖
の
語
錄
』
一
九
八
頁
，
禪
文
化
研
究
所
，
一
九
八
四
）。
鏡
清
は
雪

峯
に
入
門
し
た
こ
ろ
に
、
門
下
の
諸
人
と
と
も
に
玄
沙
院
へ
師
備
に
參
じ
て
、
同
じ
質
問
を
し
て
い
る
。
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道
怤
上
座
夜
靜
入
室
，
稱
名
禮
拜
：
「
某
特
與
麼
來
，
乞
和
尚
慈
悲
，
指
箇
入
路
。」
師
云
：
「
你
還
聞
偃
溪
水
聲

麼
？
」
進
云
：
「
聞
。」
師
云
：
「
從
者
裏
入
。」（『
玄
沙
廣
錄
』
卷
上
，
禪
文
化
研
究
所
，
譯
注
一
〇
二
頁
）

玄
沙
の
答
え
は
も
っ
と
具
體
的
で
は
あ
っ
た
が
、
鏡
清
に
と
っ
て
は
や
は
り
「
手
が
か
り
」
に
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
後
年
住
持
し
て
か
ら
の
問
答
［
中
華
書
局
本
本
章
第
三
二
則
（
本
譯
注
で
は
第
三
三
則
）］
參
照
。

○
峯
云
：
吾
今
日
不
多
安
。
放
身
便
倒　
「
わ
し
は
今
日
は
身
體
の
ぐ
あ
い
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
の
で
な
」
と
言
っ
て
、
お

お
げ
さ
に
倒
れ
る
し
ぐ
さ
を
見
せ
た
。
こ
れ
も
雪
峯
の
「
入
路
」
の
示
唆
で
あ
る
（
き
み
の
入
口
は
き
み
し
か
見
つ
け
ら

れ
な
い
。
き
み
み
づ
か
ら
が
氣
づ
く
こ
と
な
の
だ
か
ら
）。
本
書
卷
一
四
馬
祖
章
に
言
う
、

　

問
：
「
請
和
尚
離
四
句
，
絶
百
非
，
直
示
西
來
意
。
不
煩
多
説
。」
師
云
：
「
吾
今
日
無
心
情
，
不
能
爲
汝
説
。
汝

去
西
堂
，
問
取
智
藏
。」
其
僧
去
西
堂
，
具
陳
前
問
。
西
堂
云
：
「
汝
何
不
問
和
尚
？
」
僧
云
：
「
和
尚
教
某
甲
來
問

上
座
。」
西
堂
便
以
手
點
頭
云
：
「
我
今
日
可
殺
頭
痛
，
不
能
爲
汝
説
。
汝
去
問
取
海
師
兄
。」
其
僧
又
去
百
丈
，
乃
陳

前
問
，
百
丈
云
：
「
某
甲
到
這
裏
却
不
會
。」

　

あ
る
僧
が
問
う
、「
和
尚
よ
、
や
や
こ
し
い
論
理
を
弄
し
な
い
で
、
西
來
意
を
じ
か
に
お
示
し
く
だ
さ
い
。
一
言
で
言
っ
て
く
だ
さ

い
。」
師
、「
わ
し
は
今
日
は
應
對
す
る
氣
に
な
れ
ぬ
の
で
、
き
み
に
言
う
こ
と
は
で
き
ぬ
。
智
藏
に
訊
き
な
さ
い
。」
そ
の
僧
は
西
堂

の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
問
う
た
。
西
堂
、「
そ
な
た
は
ど
う
し
て
和
尚
に
問
わ
ぬ
の
か
？
」
僧
、「
和
尚
は
あ
な
た
に
訊

く
よ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。」
西
堂
は
手
で
頭
を
指
し
て
、「
お
れ
は
今
日
頭
が
痛
く
て
割
れ
そ
う
な
ん
だ
。
き
み
に
言
っ
て
や
る
こ
と

が
で
き
ぬ
。
兄
弟
子
の
懷
海
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
訊
き
な
さ
い
。」
そ
の
僧
は
ま
た
百
丈
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
同
じ
よ
う
に
問
う
と
、

百
丈
、「
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
、
ぼ
く
に
は
わ
か
ら
な
い
よ
。」

百
丈
の
答
え
「
某
甲
到
這
裏
却
不
會
」
と
は
、「
祖
師
西
來
意
」
は
他
な
ら
ぬ
き
み
自
身
の
己
事
究
明
の
問
題
で
あ
る
か

ら
、
わ
た
し
が
言
え
る
こ
と
で
は
な
い
、
と
い
う
意
。
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〔
五
〕
以
心
傳
心
、
不
立
文
字

　

又
問
：
「
只
如
從
上
祖
德
，
豈
不
是
以
心
傳
心
？
」
峯
云
：
「
是
，
兼
不
立
文
字
語
句
。」
師
曰
：
「
只
如
不
立
文
字
語

句
，
師
如
何
傳
？
」
峯
良
久
。
遂
禮
謝
起
。
峯
云
：
「
更
問
我
一
轉
，
可
不
好
？
」
對
云
：
「
就
和
尚
請
一
轉
問
頭
。」
峯

云
：
「
只
與
摩
，
別
更
有
商
量
也
無
？
」
對
云
：
「
在
和
尚
與
摩
道
則
得
。」
峯
云
：
「
於
汝
作
摩
生
？
」
對
云
：
「
辜
負

殺
人
！
」
峯
云
：
「
不
辜
負
底
事
作
摩
生
？
」
師
便
珍
重
。

【
訓
讀
】

　

又
た
問
う
、「
只た

だ
從
上
の
祖
德
の
如
き
、
豈
に
以い

心し
ん

傳で
ん

心し
ん

す
る
に
不あ

是ら

ず
や
？
」
峯
云
く
、「
是し
か

り
。
兼か

ね
て
文も

字じ

語ご

句く

を
立
て
ず
。」
師
曰
く
、「
只
だ
文
字
語
句
を
立
て
ざ
る
が
如
き
、
師
如い
か
ん何
が
傳
え
ん
？
」
峯
良
久
す
。
遂
に
禮
謝
し
て
起

つ
。
峯
云
く
、「
更
に
我
に
問
う
こ
と
一
轉
せ
よ
、
可あ

に
好よ

か
ら
ざ
ら
ん
や
？
」
對
え
て
云
く
、「
和
尚
に
就
い
て
一
轉
の
問

頭
を
請
う
。」
峯
云
く
、「
只
だ
與か

摩く

な
る
や
、
別
に
更
に
商
量
有
り
や
？
」
對
え
て
云
く
、「
和
尚
に
在
り
て
は
與か

摩く

道い

う

は
則
ち
得よ

き
も
…
…
。」
峯
云
く
、「
汝
に
於
い
て
は
作い

摩か

生ん

？
」
對
え
て
云
く
、「
辜そ

む負
く
こ
と
殺
は
な
は
だ
し人
！
」
峯
云
く
、「
辜そ

負む

か
ざ
る
底と
こ
ろの
事
は
作い

摩か

生ん

？
」
師
便
ち
珍ち
ん

重ち
ょ
うす
。

【
日
譯
】

　

ま
た
問
う
た
、「
古
來
の
先
師
が
た
は
心
で
心
を
傳
え
ま
し
た
ね
？
」
雪
峯
、「
そ
の
と
お
り
。
そ
し
て
文
字
も
言
葉
も
用

い
な
い
。」
師
、「
文
字
も
言
葉
も
用
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
と
、
和
尚
は
ど
の
よ
う
に
傳
え
ま
す
か
？
」
雪
峯
は
し
ば
し

默
し
た
。
師
は
禮
拜
し
て
謝
し
、
起
ち
上
が
っ
た
。
雪
峯
、「
わ
た
し
に
も
う
一
度
問
う
て
み
て
は
ど
う
か
？
」
師
、「
和
尚

さ
ん
の
方
か
ら
質
問
を
お
願
い
し
ま
す
。」
雪
峯
、「
よ
し
、
で
は
『
た
だ
そ
れ
だ
け
か
、
別
に
議
論
が
あ
る
か
？
』」
師
は

答
え
て
、「
和
尚
の
立
場
で
は
そ
う
言
え
ば
よ
い
で
し
ょ
う
が
…
…
。」
雪
峯
、「
そ
な
た
の
立
場
で
は
ど
う
な
の
か
？
」
答

え
て
言
う
、「
ま
っ
た
く
が
っ
か
り
で
す
な
！
」
雪
峯
、「
が
っ
か
り
で
な
い
答
え
と
は
ど
ん
な
も
の
か
？
」
師
は
挨
拶
し
て
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退
出
し
た
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
宗
門
統
要
集
』
卷
八
、『
正
法
眼
藏
』
卷
下
、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
四
、『
五
燈
會

元
』
卷
七
、『
雪
峯
語
錄
』
卷
上
に
も
收
め
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
は
次
の
と
お
り
。

　

一
日
師
問
：
「
只
如
古
德
，
豈
不
是
以
心
傳
心
？
」
雪
峯
曰
：
「
兼
不
立
文
字
語
句
。」
曰
：
「
只
如
不
立
文
字
語

句
，
師
如
何
傳
？
」
雪
峯
良
久
。
師
禮
謝
。
雪
峯
曰
：
「
更
問
我
一
轉
，
豈
不
好
？
」
曰
：
「
就
和
尚
請
一
轉
問
頭
。」

雪
峯
曰
：
「
只
恁
麼
，
爲
別
有
商
量
？
」
曰
：
「
和
尚
恁
麼
即
得
。」
雪
峯
曰
：
「
於
汝
作
麼
生
？
」
曰
：
「
孤
負
殺

人
！
」

本
則
問
答
の
さ
い
ご
の
部
分
「
峯
云
：
『
不
辜
負
底
事
作
摩
生
？
』
師
便
珍
重
」
十
四
字
は
諸
本
に
な
い
。

○
又
問
：
只
如
從
上
祖
德
，
豈
不
是
以
心
傳
心
？ 

峯
云
：
是
，
兼
不
立
文
字
語
句　
「
以
心
傳
心
、
不
立
文
字
」
の
語
は
達

摩
の
言
葉
と
し
て
傳
承
さ
れ
る
が
、
確
認
さ
れ
る
最
も
早
い
例
は
神
會
『
壇
語
』
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
柳
田
聖

山
『
初
期
禪
宗
史
書
の
研
究
』
餘
論
「
禪
宗
の
本
質
」
に
指
摘
し
て
い
る
。『
南
陽
和
上
頓
教
解
脱
禪
門
直
了
性
壇
語
』

の
第
八
節
に
、

　

夫
求
解
脱
者
，
離
身
意
識
、
五
法
、
三
自
性
、
八
識
、
二
無
我
，
離
内
外
見
，
亦
不
於
三
界
現
身
意
。
是
爲
宴
坐
。

如
此
坐
者
，
佛
即
印
可
。
六
代
祖
師
，
以
心
傳
心
，
離
文
字
故
，
從
上
相
承
，
亦
復
如
是
。

　
そ
も
そ
も
解
脱
を
求
め
る
者
は
、
身
と
意こ

こ
ろ識

、
五
法
・
三
自
性
・
八
識
・
二
無
我
と
い
う
概
念
を
離
れ
、
主
觀
客
觀
を
離
れ
、
ま

た
迷
い
の
世
界
に
身
や
意こ
こ
ろを
現
わ
し
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
坐
禪
す
る
者
を
、
佛
は
よ
ろ
し
い
と
お
認
め
に
な
り
ま
し
た
。
六
代
の

祖
師
が
た
が
、
心
に
よ
っ
て
心
を
傳
え
ら
れ
た
の
は
、
法
が
文
字
を
離
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
以
前
よ
り
受
け
繼
が
れ
て
き
た

方
法
も
、
こ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
の
で
す
。（『
神
會
の
語
錄 

壇
語
』
四
七
頁
，
禪
文
化
研
究
所
，
二
〇
〇
六
）
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『
血
脈
論
』
冒
頭
に
も
、

　

三
界
興
起
，
同
歸
一
心
。
前
佛
後
佛
，
以
心
傳
心
，
不
立
文
字
。

　
　

三
界
が
起
こ
る
の
は
す
べ
て
自
心
が
も
と
で
あ
る
。
古
來
よ
り
の
佛
た
ち
は
こ
の
心
を
心
に
よ
っ
て
傳
え
、
文
字
を
用
い
な
か
っ
た
。

ま
た
『
宗
鏡
錄
』
卷
一
に
も
言
う
、

　

此
土
初
祖
達
磨
大
師
云
：
「
以
心
傳
心
，
不
立
文
字
」，
則
佛
佛
手
授
授
斯
旨
，
祖
祖
相
傳
傳
此
心
。

　
　

わ
が
く
に
の
初
祖
達
磨
大
師
が
「
心
を
以
て
心
を
傳
え
、
文
字
を
立
て
ず
」
と
言
わ
れ
た
の
は
、
つ
ま
り
諸
佛
た
ち
が
手
か
ら

　

手
へ
と
こ
の
趣
旨
を
授
け
、
祖
師
が
た
が
心
か
ら
心
へ
と
こ
の
心
を
傳
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
則
の
よ
う
に
、
不
立
文
字
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
際
に
、「
答
え
な
い
」「
語
ら
な
い
」
こ
と
を
も
っ
て
答
え
と
す
る
問
答

の
先
驅
と
し
て
は
、
早
く
も
『
二
入
四
行
論
』
雜
錄
第
二
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

有
人
問
緣
師
：
「
何
以
不
教
我
法
？
」
答
：
「
我
若
立
法
教
你
，
即
是
不
將
接
你
。
若
我
立
法
，
即
誑
惑
你
，
即

負
失
你
。
我
有
法
，
何
以
得
説
示
人
？ 

我
那
得
向
你
道
？ 

乃
至
有
名
有
字
，
皆
誑
惑
你
。
大
道
意
那
芥
子
許
得
向
你

道
？ 

若
得
道
，
即
作
何
物
用
？
」
更
問
，
即
不
答
。

　

あ
る
人
が
緣
法
師
に
問
う
、「
な
ぜ
わ
た
し
に
法
を
教
示
し
て
く
だ
さ
ら
ぬ
の
か
？
」
答
う
、「
も
し
わ
た
し
が
法
を
立
て
て
き
み

に
教
え
る
な
ら
ば
、
正
し
い
指
導
で
は
な
い
。
わ
た
し
が
法
を
立
て
る
の
は
、
き
み
を
騙
し
、
き
み
に
背
く
こ
と
に
な
る
。
わ
た
し

に
法
が
あ
る
と
し
て
も
、
人
に
説
示
で
き
ぬ
。
き
み
に
言
っ
て
や
り
よ
う
が
な
い
の
だ
。
た
と
い
法
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
は
き
み
を
騙
す
も
の
だ
。
大
道
の
意
を
芥
子
粒
ほ
ど
で
も
き
み
に
言
う
こ
と
は
で
き
ぬ
。
言
え
た
と
し
て
も
、
何
の
役
に

も
立
ち
は
せ
ぬ
。」
さ
ら
に
問
う
た
が
、
も
う
何
も
答
え
な
か
っ
た
。

な
お
雪
峯
は
「
以
心
傳
心
，
不
立
文
字
」
を
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　

和
尚
子
！ 

若
實
未
得
悟
入
，
直
須
悟
入
始
得
，
不
虛
度
時
光
。
莫
只
是
傍
家
相
徼
，
掠
虛
賺
説
悞
人
。
且
是
阿
誰
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分
上
事
？ 

亦
須
著
精
神
好
。
菩
提
達
摩
來
道
：
「
我
以
心
傳
心
，
不
立
文
字
。」
且
作
摩
生
是
汝
諸
人
心
？ 

不
可
只

是
亂
統
了
便
休
去
。

　

諸
君
！ 

ま
だ
目
覺
め
て
い
な
い
な
ら
、
た
だ
ち
に
目
覺
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
ぼ
や
っ
と
時
間
を
過
ご
し
て
は
な
ら
ぬ
。
禪
師
の

門
を
軒
な
み
に
叩
い
て
は
法
を
仕
入
れ
、
間
違
っ
た
説
き
方
を
し
て
人
を
惑
わ
し
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
誰
の
こ
と
で
も
な
い
、
き

み
た
ち
自
身
の
問
題
で
は
な
い
か
！ 

し
っ
か
り
や
れ
！ 

菩
提
達
摩
が
來
て
、「
わ
た
し
は
心
で
心
を
傳
え
、
文
字
を
立
て
ぬ
」
と
言

わ
れ
た
が
、
何
を
も
っ
て
諸
君
ら
の
心
と
言
う
の
か
？ 

け
っ
し
て
大
雜
把
に
や
っ
て
、
ケ
リ
が
つ
い
た
と
し
て
は
な
ら
ぬ
。（
本
書

卷
七
雪
峯
和
尚
章
第
四
則
）

○
師
云
：
只
如
不
立
文
字
語
句
，
師
如
何
傳
？ 

峯
良
久
。
遂
禮
謝
起　

雪
峯
は
型
ど
お
り
沈
默
（
不
立
文
字
語
句
）
に
よ
っ

て
傳
え
よ
う
と
し
た
（
以
心
傳
心
）。
鏡
清
は
い
ち
お
う
了
解
し
た
。「
禮
謝
し
て
起
つ
」
と
い
う
敍
述
か
ら
、
こ
こ
で
對

話
が
完
結
し
な
か
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
鏡
清
は
雪
峯
の
答
え
に
心
か
ら
同
意
は
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。

○
峯
云
：
更
問
我
一
轉
，
可
不
好
？　
「
わ
し
に
も
う
ひ
と
つ
質
問
し
て
み
て
は
ど
う
か
？
」
雪
峯
は
自
分
の
答
え
に
對
す

る
鏡
清
の
所
作
（
遂
禮
謝
起
）
を
見
て
、
不
安
に
な
っ
た
。
雪
峯
も
じ
つ
は
沈
默
（
以
心
傳
心
）
と
い
う
方
便
の
限
界
に

氣
づ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
こ
の
一
段
の
原
文
が
「
更
問
我
一
傳
」、「
就
和
尚
請
一
傳
問
頭
」
に
作
る
の
は
唐
末

五
代
南
方
方
言
音
の
清
濁
混
用
に
よ
る
表
記
で
、『
祖
堂
集
』
テ
ク
ス
ト
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
（
衣
川
賢
次
「『
祖
堂

集
』
の
基
礎
方
言
」，『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
四
册
，
二
〇
一
三
參
照
）。

傳
：
直
攣
切
，
澄
仙
合
三
平
山
＊ɖiw

ɛn　

澄
母
（
全
濁
）

轉
：
陟
兗
切
，
知
獮
合
三
上
山
＊ʈiw

ɛn　

知
母
（
全
清
）

○
對
云
：
就
和
尚
請
一
轉
問
頭　
「
で
は
和
尚
の
方
か
ら
ひ
と
つ
質
問
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。」
鏡
清
は
雪
峯
の
不
安
を
見
透

か
し
て
、
雪
峯
に
自
分
か
ら
言
わ
せ
よ
う
と
し
た
。
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○
峯
云
：
只
與
摩
，
別
更
有
商
量
也
無
？　
「
わ
し
は
こ
の
と
お
り
だ
が
、
べ
つ
な
商
量
が
あ
る
か
？
」。「
只
與
摩
」
は

「
た
だ
こ
の
と
お
り
」
の
意
で
あ
る
が
、
言
い
き
り
で
な
く
疑
問
文
と
な
る
例
が
あ
る
。
そ
の
用
例
、
本
書
卷
四
藥
山

章
「（
雲
）
嵒
曰
：
『
某
甲
只
與
摩
，
和
尚
如
何
？
』」
こ
の
一
句
は
『
景
德
傳
燈
錄
』、『
宗
門
統
要
集
』、『
正
法
眼
藏
』、

『
聯
燈
會
要
』、『
五
燈
會
元
』
で
は
「
只
恁
麼
，
爲
別
有
商
量
？
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
意
味
は
同
じ
で
、
こ
の
「
爲
」

は
疑
問
副
詞
。

○
對
云
：
在
和
尚
與
摩
道
則
得　
「
和
尚
に
あ
っ
て
そ
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
る
の
は
、
か
ま
い
ま
せ
ん
が
…
…
」。
わ
た
し
は

そ
れ
で
よ
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

○
峯
云
：
於
汝
作
摩
生
？ 
對
云
：
辜
負
殺
人
！ 

峯
云
：
不
辜
負
底
事
作
摩
生
？ 

師
便
珍
重　
「
で
は
、
そ
な
た
に
あ
っ
て

は
ど
う
な
の
か
？
」「
ま
っ
た
く
期
待
は
づ
れ
で
す
よ
！
」「
で
は
期
待
に
そ
む
か
な
い
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
鏡

清
は
も
う
問
答
を
や
め
て
出
て
行
っ
た
。「
辜
負
（
孤
負
）」
は
期
待
に
背
く
こ
と
。
維
摩
が
默
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
殊

が
讚
歎
し
た
（『
維
摩
經
』
入
不
二
法
門
品
）
の
は
「
以
心
傳
心
」
の
理
想
的
典
型
で
あ
っ
た
。「
以
心
傳
心
」
は
沈
默
に

よ
っ
て
相
手
に
傳
わ
る
は
づ
の
方
便
で
あ
る
。
鏡
清
は
そ
れ
を
承
知
の
う
え
で
な
お
雪
峯
に
問
題
を
提
起
す
る
の
で
あ
る

が
、
解
決
に
至
ら
ぬ
ま
ま
終
わ
っ
た
。
證
悟
は
が
ん
ら
い
自
己
に
お
い
て
「
默
契
す
る
の
み
」（
黃
檗
希
運
）
の
事
柄
だ

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
唐
末
五
代
の
禪
宗
大
衆
化
の
時
代
に
到
っ
て
、「
默
契
」
し
て
完
結
す
る
個
人
の
證
悟
を
い
か
に

表
現
し
傳
達
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
、
禪
の
指
導
者
に
と
っ
て
大
き
な
關
心
と
な
っ
た
。
鏡
清
に
と
っ
て
も
切
實
な
課

題
と
し
て
長
く
抱
え
て
い
た
こ
と
、
第
二
二
則
「
雨
滴
聲
」
參
照
。

〔
六
〕
堂
堂
密
密

　

又
一
日
，
雪
峯
告
衆
云
：
「
當
當
密
密
底
。」
師
便
出
，
對
云
：
「
什
摩
當
當
密
密
底
！
」
雪
峯
從
臥
床
騰
身
起
，
云
：
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「
道
什
摩
！
」
師
便
抽
身
退
立
。

【
訓
讀
】

　

又
た
一
日
、
雪
峯
衆
に
告
げ
て
云
く
、「
當
當
密
密
底
。」
師
便
ち
出
で
て
對
え
て
云
く
、「
什な

摩ん

た
る
當
當
密
密
底
ぞ
！
」

雪
峯
臥
床
よ
り
騰
身
し
起
ち
て
云
く
、「
什な

摩ん

と
道い

う
ぞ
！
」
師
便
ち
身
を
抽ひ

き
て
退
き
立
つ
。

【
日
譯
】

　

ま
た
べ
つ
の
日
、
雪
峯
は
大
衆
に
告
げ
て
言
っ
た
、「
堂
堂
密
密
た
る
も
の
」。
師
は
こ
れ
を
聽
く
や
、
前
に
進
み
出
て

言
っ
た
、「
な
ん
た
る
〈
堂
堂
密
密
た
る
も
の
〉
だ
！
」
雪
峯
は
ベ
ッ
ド
か
ら
ガ
バ
ッ
と
飛
び
起
き
て
言
っ
た
、「
何
だ

と
！
」
師
は
あ
と
ず
さ
り
し
て
、
も
と
の
位
置
に
立
っ
た
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
に
も
見
え
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
、『
禪
門
拈
頌
集
』
卷
二
〇
雪
峯
章
は
そ
れ
に
據
っ
て

い
る
。

　

雪
峯
有
時
謂
衆
曰
：
「
堂
堂
密
密
地
。」
師
出
問
曰
：
「
是
什
麽
堂
堂
密
密
！
」
雪
峯
起
立
曰
：
「
道
什
麼
？
」
師

退
步
而
立
。（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
）

『
雪
峯
語
錄
』
卷
下
、『
雪
峯
廣
錄
』
卷
下
は
鏡
清
の
名
を
出
さ
な
い
。

　

師
示
衆
云
：
「
堂
堂
密
密
地
。」
有
僧
云
：
「
是
什
麼
堂
堂
密
密
地
！
」
師
便
從
臥
床
起
，
云
：
「
道
什
麽
！
」
僧

退
身
立
。

本
則
は
難
解
な
の
で
、
さ
き
に
問
題
點
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
話
の
情
況
で
あ
る
。「
雪
峯

從
臥
床
騰
身
起
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
と
き
雪
峯
は
寢
て
い
た
の
で
あ
る
。
病
臥
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
晩
年

の
衰
老
の
床
で
あ
っ
た
か
、
い
づ
れ
に
し
て
も
場
所
は
法
堂
で
は
な
く
、
方
丈
（
住
持
の
居
室
）
で
あ
っ
た
。
な
ら
ば
、
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通
常
法
堂
で
お
こ
な
わ
れ
る
「
上
堂
」、「
示
衆
」
の
よ
う
な
定
例
説
法
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、『
雪
峯
語
錄
』、『
雪

峯
廣
錄
』
の
「
師
示
衆
」
は
正
確
な
情
況
設
定
と
は
言
え
な
い
。
そ
う
し
た
尋
常
な
ら
ざ
る
シ
チ
ュ
エ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
っ

た
か
ら
、
本
書
は
「
告
衆
」
と
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
こ
で
告
げ
ら
れ
た
こ
と
も
、
た
だ
「
當
當
密
密
底
」
の
一

語
の
み
で
あ
っ
た
は
ず
は
な
く
、
語
ら
れ
た
な
か
の
一
語
だ
け
を
、
そ
の
語
が
問
題
と
な
っ
た
か
ら
記
錄
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
で
は
な
に
が
語
ら
れ
た
か
と
言
え
ば
、
病
氣
や
死
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
話
の

主
題
は
「
法
身
と
肉
身
」
で
あ
る
。
鏡
清
が
雪
峯
に
入
門
し
た
時
期
は
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
の
話
か
ら
推
し
て
雪
峯
晩
年

の
弟
子
で
あ
っ
た
（
二
人
の
年
齢
差
は
五
十
歲
ほ
ど
）。

○
雪
峯
告
衆
云
：
當
當
密
密
底　
「
當
當
」
は
諸
本
み
な
「
堂
堂
」
に
作
る
の
に
據
っ
て
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。
本
書
に
は

「
當
」（
都
郎
切
，
端
母t
）
と
「
堂
」（
徒
郎
切
，
定
母d

）
の
聲
母
清
濁
混
用
が
こ
こ
を
含
め
て
七
例
（
濁
音
清
化
が
六

例
）
あ
る
。
現
代
閩
音
（
閩
東
福
州
、
閩
南
厦
門
）
で
も
二
字
は
同
聲
母
〔t

〕
で
聲
調
の
み
異
な
る
近
音
で
あ
る
（
北
京

大
學
中
國
語
言
文
學
系
語
言
學
教
研
室
編
『
漢
語
方
音
字
滙
』
第
二
版
重
排
本
，
語
文
出
版
社
，
二
〇
〇
三
。
上
揭
衣
川
論
文

參
照
。）
で
は
「
堂
堂
密
密
底
」
と
は
な
に
を
指
し
て
い
る
か
。

（
１
）
師
上
堂
云
：
「
道
由
悟
達
，
不
在
語
言
。
況
見
密
密
堂
堂
，
曾
無
間
隔
。
不
勞
心
意
，
暫
借
回
光
。
日
用
全
功
，

迷
徒
自
背
。」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
一 

鄧
州
香
嚴
智
閑
禪
師
章
）

道
は
悟
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
到
達
で
き
る
。
言
葉
は
不
要
だ
。
ま
し
て
そ
れ
は
綿
密
堂
々
と
現
わ
れ
出
て
い
る
の
だ
か
ら
。
得

よ
う
と
心
を
煩
わ
さ
ず
、
ち
ょ
っ
と
回
光
返
照
す
る
だ
け
で
よ
い
。
日
常
の
は
た
ら
き
に
全
う
さ
れ
て
い
る
の
に
、
道
を
見
失
っ

た
人
が
背
を
む
け
て
い
る
に
す
ぎ
ぬ
。

（
２
）
師
曰
：
「
汝
未
曾
悟
在
。
諸
佛
意
旨
，
密
密
堂
堂
。
若
非
悟
入
，
實
難
措
口
。
祖
師
西
來
，
直
指
人
心
，
見
性

成
佛
，
見
即
便
見
，
不
在
思
量
，
不
歷
文
字
，
不
涉
階
梯
。
若
以
世
智
辯
聰
解
會
，
無
有
是
處
。」（『
慧
林
宗
本
禪
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師
別
錄
』）

き
み
は
ま
だ
悟
っ
て
い
な
い
の
だ
。
諸
佛
の
悟
り
の
主
旨
は
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。
し
か
し
悟
っ
た
者
で
な
く
て
は
言
う
こ
と

が
で
き
な
い
。
達
摩
は
西
か
ら
來
て
、
ひ
と
の
心
を
ズ
バ
リ
と
示
し
、
本
性
を
見
と
ど
け
て
佛
と
な
ら
せ
た
。
見
る
さ
い
に
は
た

だ
ち
に
見
る
の
で
あ
っ
て
、
考
え
る
必
要
も
な
く
、
文
字
を
介
さ
ず
、
段
階
に
よ
ら
な
い
。
世
間
智
の
辯
舌
、
聰
明
、
ア
タ
マ
で

理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

（
３
）『
金
剛
般
若
經
集
注
』
：
「
凡
所
有
相
，
皆
是
虛
妄
。
若
見
諸
相
非
相
，
即
見
如
來
」
川
禪
師
頌
曰
：
「
有
相
有

求
倶
是
妄
，
無
形
無
見
墮
偏
枯
。
堂
堂
密
密
何
曾
間
？ 

一
道
寒
光
爍
太
虛
。」

川
禪
師
頌
「
形
あ
り
と
し
て
求
め
る
の
は
誤
り
で
あ
り
、
形
な
し
と
し
て
見
な
い
の
も
偏
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
は
っ
き
り
と
隱
れ

も
な
く
現
わ
れ
出
て
い
る
。
ひ
と
す
じ
の
冬
の
光
が
キ
ラ
リ
と
虛
空
に
輝
く
ご
と
く
。」

す
な
わ
ち
「
道
」、「
諸
佛
の
意
旨
」。
つ
ま
り
眞
實
が
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
露
呈
し
て
い
る
こ
と
の
形
象
で
あ
る
。
類
義

語
「
明
明
密
密
」
の
例
も
見
て
み
よ
う
。

（
４
）
師
題
《
象
骨
山
頌
》
曰
：
「
密
密
誰
知
要
？ 

明
明
許
也
無
？ 

森
羅
含
本
性
，
山
岳
盡
如
如
。」（
本
書
卷
一
〇
鏡

清
章
第
三
一
則
、
本
譯
注
で
は
第
三
二
則
）

密
密
た
る
も
の
の
樞
要
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
ず
、
明
明
た
る
も
の
を
知
る
こ
と
は
可
能
か
？ 

森
羅
萬
象
に
本
性
は
や
ど

る
。
こ
の
象
骨
山
の
す
べ
て
に
そ
の
ま
ま
顯
現
し
て
い
る
の
だ
。

（
５
）
問
：
「
如
何
是
靈
峯
境
？
」
師
曰
：
「
萬
疊
青
山
如
飣
出
，
兩
條
綠
水
若
圖
成
。」
曰
：
「
如
何
是
境
中
人
？
」

師
曰
：
「
明
明
密
密
，
密
密
明
明
。」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
四 

福
州
靈
峯
志
恩
禪
師
章
）

問
う
、「
こ
こ
靈
峯
は
い
か
な
る
と
こ
ろ
ぞ
？
」
師
、「
幾
重
に
も
た
た
な
わ
る
青
山
は
珍
饈
の
列
、
ふ
た
す
じ
流
れ
る
綠
水
は
み

ご
と
な
繪
。」
僧
、「
し
て
、
そ
の
主
人
は
？
」
師
、「
明
明
密
密
た
り
、
密
密
明
明
た
り
。」
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（
６
）
小
參
。
僧
問
：
「
密
密
綿
綿
，
不
容
著
眼
；
明
明
了
了
，
相
與
傳
心
。
作
麽
生
是
傳
底
心
？
」
師
云
：
「
混
時

無
影
像
，
辨
處
絶
蹤
由
。」（『
宏
智
禪
師
廣
錄
』
卷
五
）

問
う
、「〈
綿
密
な
る
に
眼
に
は
見
え
ず
、
明
了
な
る
ゆ
え
心
に
よ
り
心
を
傳
え
る
〉
と
言
わ
れ
ま
す
。
傳
え
ら
れ
た
心
と
は
何
で

し
ょ
う
か
？
」
師
、「
混
じ
り
あ
っ
た
時
に
は
す
が
た
は
無
く
、
分
か
れ
た
時
に
は
あ
と
か
た
も
見
え
な
い
。」

い
ず
れ
も
名
狀
し
が
た
い
「
道
」（
佛
性
、
眞
實
）
の
存
在
を
形
象
す
る
の
で
あ
る
が
、「
密
密
」
は
「
明
明
」、「
綿
綿
」

と
結
び
つ
く
か
ら
、「
明
ら
か
に
」、「
綿
密
に
寸
步
の
隔
て
な
く
」（
現
わ
れ
る
）
と
い
う
意
味
あ
い
で
あ
ろ
う
。

　
「
底
」
は
「
～
の
者
」
を
表
わ
し
、
名
詞
化
す
る
構
造
助
詞
（
詳
し
く
は
太
田
辰
夫
『
中
國
語
歷
史
文
法
』、
助
詞
「
的
」

の
「
形
容
詞
的
修
飾
語
に
つ
く
も
の
」
の
項
、
三
五
一
頁
以
下
を
參
照
）。「
堂
堂
密
密
た
る
者
」
と
は
、
す
な
わ
ち
佛
性
、

法
身
を
暗
示
す
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』
以
下
の
諸
本
で
は
「
堂
堂
密
密
底
」
を
「
堂
堂
密
密
地
」
に
作
っ
て
い
る
。「
底
」

は
屬
性
を
區
別
し
、「
地
」
は
情
態
を
描
寫
す
る
も
の
で
、
兩
者
に
は
基
本
的
に
區
別
が
あ
る
か
ら
、『
景
德
傳
燈
錄
』
以

下
は
述
語
的
に
「
堂
堂
密
密
と
し
て
（
い
る
）」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

○
師
便
出
，
對
云
：
什
摩
當
當
密
密
底
！　
「
什
摩
」（
ま
た
は
「
是
什
摩
」）
に
は
感
歎
詞
の
用
法
が
あ
り
（
入
矢
義
高
「
乾

屎
橛
」、『
増
補 

自
己
と
超
越
』
一
〇
一
頁
）、
こ
こ
も
「
な
ん
た
る
〈
堂
堂
密
密
た
る
も
の
〉
ぞ
！
」、「
な
ん
と
た
い
し
た

〈
堂
堂
密
密
た
る
も
の
〉
だ
！
」
の
意
。
鏡
清
は
病
み
衰
え
た
雪
峯
が
「
法
身
」
に
つ
い
て
語
る
の
を
聞
い
て
、
思
わ
ず

進
み
出
て
こ
う
言
っ
た
。
い
か
に
も
「
幻
化
空
身
即
法
身
」（『
證
道
歌
』）
だ
。
皮
肉
を
言
っ
た
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。

○
雪
峯
從
臥
床
騰
身
起
，
云
：
道
什
摩
！　
「
何
だ
と
！
」
雪
峯
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
ベ
ッ
ド
か
ら
飛
び
起
き
て
言
っ
た
。

若
い
鏡
清
の
言
い
ぐ
さ
が
こ
た
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
師
便
抽
身
退
立　

鏡
清
は
あ
と
ず
さ
り
し
て
、
も
と
の
位
置
に
立
っ
た
。
雪
峯
の
反
感
を
買
っ
た
が
、
惡
び
れ
て
は
い
な
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い
。
雪
峯
も
お
そ
ら
く
苦
笑
い
し
て
す
ま
せ
た
で
あ
ろ
う
。「
法
身
と
肉
身
」
を
め
ぐ
る
老
い
た
雪
峯
と
若
い
鏡
清
の
對

比
が
現
わ
れ
て
い
る
。

〔
七
〕
見
色
便
ち
見
心

　

又
一
日
普
請
，
雪
峯
擧
：
「
潙
山
語
：
『
見
色
便
見
心
』，
還
有
過
也
無
？
」
師
對
云
：
「
古
人
爲
什
摩
事
？
」
峯
云
：

「
雖
然
如
此
，
我
要
共
汝
商
量
。」
對
云
：
「
與
摩
商
量
，
不
如
某
甲
钁
地
。」

【
訓
讀
】

　

又
た
一
日
普ふ

請し
ん

す
る
に
、
雪
峯
擧こ

す
ら
く
、「
潙
山
は
『
色
を
見
る
は
便
ち
心
を
見
る
』
と
語
れ
り
、
還は

た
過と
が

有
り
や
？
」

師
對こ

た

え
て
云
く
、「
古
人
は
什な

に摩
事ご
と

の
爲た
め

に
す
る
や
？
」
峯
云
く
、「
此か
く

の
如
し
と
雖い
え
ど然
も
、
我
は
汝
と
商
量
せ
ん
と
要ほ
っ

す
。」

對
え
て
云
く
、「
與か

摩く

商
量
す
る
は
、
某そ
れ
が
し甲
の
地
を
钁か
く

す
る
に
如し

か
ず
。」

【
日
譯
】

　

ま
た
あ
る
日
、
普
請
し
て
い
る
と
き
、
雪
峯
が
訊
い
た
、「
潙
山
は
『
物
を
見
る
の
は
我
が
心
を
見
て
い
る
の
に
他
な
ら

な
い
』
と
言
っ
た
が
、
こ
の
語
に
間
違
い
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
」
師
は
答
え
た
、「
古
人
は
何
の
た
め
に
そ
う
言
っ
た
の
で

し
ょ
う
ね
？
」
雪
峯
、「
そ
う
で
は
あ
る
が
、
君
と
突
き
詰
め
た
い
の
だ
。」
師
、「
そ
ん
な
議
論
を
す
る
よ
り
も
、
钁く

わ

を
ふ

る
っ
て
作
務
を
し
て
い
る
ほ
う
が
ま
し
で
す
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
宗
門
統
要
集
』
卷
九
、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
四
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
、『
雪
峯
廣

錄
』
卷
下
、『
雪
峯
語
錄
』
卷
下
に
も
收
め
る
。

○
潙
山
語
：
見
色
便
見
心　

潙
山
が
「
見
色
便
見
心
」
を
語
る
の
は
、『
祖
堂
集
』
卷
一
八 

仰
山
章
第
二
二
則
に
見
え
て
い



359

禅文化研究所紀要 第34号（平成31年2月）

る
次
の
問
答
の
み
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

因
潙
山
與
師
遊
山
，
説
話
次
，
云
：
「
見
色
便
見
心
。」
仰
山
云
：
「
承
和
尚
有
言
：
『
見
色
便
見
心
』。
樹
子
是

色
，
阿
那
箇
是
和
尚
色
上
見
底
心
？
」
潙
山
云
：
「
汝
若
見
心
，
云
何
見
色
？ 

見
色
即
是
汝
心
。」
仰
山
云
：
「
若
與

摩
，
但
言
先
見
心
，
然
後
見
色
。
云
何
見
色
了
見
心
？
」
潙
山
云
：
「
我
今
共
樹
子
語
，
汝
還
聞
不
？
」
仰
山
云
：

「
和
尚
若
共
樹
子
語
，
但
共
樹
子
語
，
又
問
某
甲
聞
與
不
聞
作
什
摩
？
」
潙
山
云
：
「
我
今
亦
共
子
語
，
子
還
聞
不
？
」

仰
山
云
：
「
和
尚
若
共
某
甲
語
，
但
共
厶
甲
語
，
又
問
某
甲
聞
與
不
聞
作
什
摩
？ 

若
問
某
甲
聞
與
不
聞
，
問
取
樹
子

聞
與
不
聞
始
得
了
也
。」

　

潙
山
が
仰
山
と
遊
山
し
な
が
ら
話
を
し
て
い
た
と
き
、「
も
の
を
見
る
の
は
、
わ
し
の
心
を
見
て
い
る
の
に
他
な
ら
な
い
」
と
言
っ

た
の
で
、
仰
山
、「
和
尚
は
『
も
の
を
見
る
の
は
、
わ
し
の
心
を
見
て
い
る
の
に
他
な
ら
な
い
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
あ
の
樹
木
は

色
で
す
、
で
は
ど
れ
が
和
尚
が
も
の
の
と
こ
ろ
に
見
た
和
尚
の
心
な
の
で
す
か
（
樹
木
の
ど
れ
が
和
尚
の
心
な
の
か
）
？
」
潙
山
、「
君

が
（
も
の
に
）
心
を
見
た
な
ら
、
ど
う
し
て
も
の
が
見
ら
れ
よ
う
？ 

も
の
を
見
る
こ
と
が
君
の
心
を
見
る
こ
と
な
の
だ
。」
仰
山
、

「
そ
れ
な
ら
、
先
に
心
を
見
て
か
ら
も
の
を
見
る
と
言
う
の
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
の
を
見
て
か
ら
心
を
見
る
の
で
す
か
。」
潙

山
、「
わ
し
は
今
、
樹
木
と
会
話
し
て
お
る
、
君
に
は
聞
こ
え
る
か
（
わ
し
は
無
情
説
法
を
聞
い
て
い
お
る
、
そ
れ
が
君
に
分
か
っ
て
い
る

か
）
？
」
仰
山
、「
和
尚
が
樹
木
と
語
ら
れ
る
な
ら
、
樹
木
と
だ
け
語
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
う
え
私
に
聞
こ
え
る
か
な
ど
と
訊
い
て

ど
う
す
る
の
で
す
か
？
」
潙
山
、「
わ
し
は
今
ま
た
君
と
も
語
っ
て
い
る
が
、
君
は
聞
い
て
お
る
の
か
（
君
は
わ
し
が
語
っ
て
い
る
眞
意

が
聞
き
と
れ
て
い
る
の
か
）
？
」
仰
山
「
和
尚
が
私
と
語
る
な
ら
、
私
と
だ
け
語
っ
て
く
だ
さ
い
、
さ
ら
に
私
に
聞
こ
え
る
か
な
ど
と

問
う
て
何
に
な
る
の
で
す
か
。
も
し
私
に
聞
こ
え
る
か
聞
こ
え
な
い
か
と
問
う
の
な
ら
、
樹
木
に
も
そ
の
よ
う
に
問
う
て
こ
そ
よ
ろ

し
い
の
で
す
。」

仰
山
が
「
若
與
摩
，
但
言
先
見
心
，
然
後
見
色
。
云
何
見
色
了
見
心
？
」
と
反
論
す
る
よ
う
に
、「
見
色
便
見
心
」
と
い
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う
言
い
方
は
誤
解
を
生
み
や
す
い
。「
心
」
な
る
も
の
が
ま
ず
あ
っ
て
（
先
見
心
）、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
色
」
を
見
て
（
然

後
見
色
）、
そ
れ
か
ら
、
そ
こ
に
「
心
」
を
見
る
（
見
色
便
見
心
）
と
い
う
よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
、
右
の
對
話
の
よ
う
に

矛
盾
を
露
呈
し
支
離
滅
裂
に
な
る
の
で
あ
り
、
潙
山
も
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に     　

「
見
色
便
見
心
」
は
馬
祖
が
言
っ
た
語
で
あ
る
。

　

法
無
自
性
，
三
界
唯
心
。
經
云
：
「
森
羅
及
萬
像
，
一
法
之
所
印
。」
凡
所
見
色
，
皆
是
見
心
。
心
不
自
心
，
因
色

故
心
；
色
不
自
色
，
因
心
故
色
。
故
經
云
：
「
見
色
即
是
見
心
。」（『
宗
鏡
錄
』
卷
一
， 

Ｔ
四
八
．
四
一
八
下
）

　

も
の
・
こ
と
に
は
不
變
の
實
體
は
な
い
。
世
界
内
の
存
在
は
た
だ
心
の
み
。
ゆ
え
に
經
に
「
あ
ら
ゆ
る
存
在
と
現
象
は
、
心
が
現

出
し
た
も
の
」
と
い
う
。
ひ
と
に
見
え
る
も
の
は
、
み
な
心
の
現
出
と
し
て
見
え
る
の
だ
。
心
は
そ
れ
自
體
で
心
な
の
で
は
な
く
、

物
に
對
し
て
は
じ
め
て
心
な
の
で
あ
り
、
物
は
そ
れ
自
體
で
物
な
の
で
は
な
く
、
心
を
待
っ
て
は
じ
め
て
物
な
の
で
あ
っ
て
、
兩
者

は
相
依
相
對
の
關
係
に
あ
る
。
ゆ
え
に
經
に
「
物
が
見
え
る
と
心
が
見
え
る
」
と
い
わ
れ
る
。

馬
祖
の
「
見
色
即
是
見
心
」
を
潙
山
は
「
見
色
便
見
心
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
は
「
外
界
を
見
る
こ
と

は
心
を
見
る
こ
と
だ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
見
色
」
と
「
見
心
」
が
同
時
あ
る
い
は
同
義
と
し
て
提
示
さ
れ
た
語
な

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
對
象
を
眼
で
見
る
こ
と
は
、
わ
が
心
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
だ
」
と
い
う
こ
と
を
、
唯
識

論
の
テ
ー
ゼ
と
し
て
受
け
取
り
、「
對
境
は
人
間
の
心
が
現
出
さ
せ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
理
解
を
す

る
と
、
仰
山
が
難
じ
た
よ
う
に
「
樹
は
色
だ
が
、
で
は
心
は
ど
れ
か
？
」
と
か
羅
漢
桂
琛
が
「
こ
の
石
は
心
の
中
に
あ

る
か
、
心
の
外
に
あ
る
か
？
」
と
い
っ
た
陷
穽
を
仕
組
ん
だ
問
い
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。「
見
色
便
見
心
」
と
は
感
興

の
こ
と
ば
、
悟
っ
た
時
に
發
せ
ら
れ
た
こ
と
ば
な
の
で
あ
る
。
外
界
の
現
象
に
ふ
れ
て
悟
り
を
開
く
と
言
わ
れ
る
の
は
、

た
と
え
ば
滿
開
の
桃
の
花
を
見
て
悟
っ
た
（
靈
雲
志
懃
）
と
か
、
掃
除
し
た
土
砂
を
ド
サ
ッ
と
捨
て
た
時
に
悟
っ
た
（
香

嚴
智
閑
）
と
言
わ
れ
る
、
そ
の
こ
と
を
言
葉
で
説
明
す
れ
ば
、「
色
を
見
た
時
に
心
を
見
た
」、「
音
を
聞
い
た
時
に
道
を
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悟
っ
た
」、
す
な
わ
ち
本
性
を
見
た
、
つ
ま
り
わ
た
し
の
心
こ
そ
が
佛
で
あ
っ
た
と
氣
づ
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自

分
の
心
は
わ
が
身
に
そ
な
わ
っ
て
い
た
、
修
行
を
し
て
清
ら
か
に
な
っ
た
の
で
も
、
坐
禪
を
し
て
別
の
心
を
獲
得
し
た
の

で
も
な
い
。
こ
の
劇
的
な
體
驗
か
ら
口
を
衝
い
て
出
た
感
興
の
こ
と
ば
な
の
で
あ
る
（
衣
川
賢
次
「
感
興
の
こ
と
ば
―
唐

末
五
代
轉
型
期
の
禪
宗
に
お
け
る
悟
道
論
の
探
究
―
」，『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
六
册
，
二
〇
一
四
參
照
）。

○
還
有
過
也
無
？　
「
還
有
過
也
無
？
」
と
い
う
問
い
か
た
は
、
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
う
す
う
す
氣
づ
い
て
い
て
、
そ
れ
を

確
認
す
る
場
合
の
語
。
雪
峯
は
「
見
色
便
見
心
」
に
間
違
い
が
あ
る
、
あ
る
い
は
そ
の
理
解
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
氣
づ

い
て
い
た
か
ら
、
問
い
か
け
た
の
で
あ
る
。

○
古
人
爲
什
摩
事
？　

鏡
清
は
「
見
色
便
見
心
」
に
問
題
が
あ
る
こ
と
（
誤
解
を
生
み
や
す
い
言
説
で
あ
る
こ
と
）
を
見
抜

い
て
い
て
、
し
か
し
「
そ
う
だ
」
と
は
言
わ
ず
、「
古
人
は
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
？
」
と
含

み
の
あ
る
答
え
か
た
を
し
た
。
雪
峯
に
自
省
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
、
對
話
に
よ
っ
て
互
い
に
眞
理

を
確
認
し
あ
お
う
と
す
る
雪
峯
教
團
の
師
弟
關
係
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
『
雪
峯
廣
錄
』『
雪
峯
語
錄
』
が
「
古

人
爲
什
麼
人▼

」（
誰
の
た
め
に
言
っ
た
の
か
）
に
作
る
の
は
不
可
。

○
雖
然
如
此
，
我
要
共
汝
商
量　

雪
峯
は
鏡
清
が
同
意
し
た
の
に
安
心
し
た
が
、
い
ま
だ
確
信
が
持
て
ず
、
と
っ
く
に
問
題

を
認
識
し
て
い
た
鏡
清
に
教
え
て
も
ら
お
う
と
し
た
。
も
は
や
師
と
弟
子
の
立
場
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

○
與
摩
商
量
，
不
如
某
甲
钁
地　

鏡
清
に
と
っ
て
「
見
色
便
見
心
」
が
問
題
を
含
む
言
説
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
の

で
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
議
論
は
戲
論
だ
と
し
て
、
心
境
一
如
（
一
心
）
に
鍬
を
ふ
る
っ
て
い
る
方
が
ま
し
で
す
、
と
打
ち

切
っ
た
。
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〔
八
〕
但た

だ
這こ

裏こ

に
向お

い
て
辨
明
せ
よ

　

又
一
日
行
次
，
雪
峯
便
問
：
「
盡
乾
坤
事
，
不
出
一
刹
那
。
只
如
不
出
一
刹
那
底
事
，
今
時
向
什
摩
處
辨
明
則
得
？
」
師

對
云
：
「
更
共
什
摩
人
商
量
去
？
」
雪
峯
云
：
「
我
亦
有
對
，
汝
但
問
我
。」
師
便
問
：
「
今
時
向
什
摩
處
辨
明
則
得
？
」

峯
乃
展
手
云
：
「
但
向
這
裏
辨
明
。」
師
對
云
：
「
此
是
和
尚
爲
物
情
切
。」
峯
便
笑
。

【
訓
讀
】

　

又
た
一
日
行
く
次お

り

、
雪
峯
便
ち
問
う
、「
盡
乾
坤
の
事
は
一
刹
那
を
出い

で
ず
。
只
だ
一
刹
那
を
出
で
ざ
る
底
の
事
の
如
き

は
、
今
時
什い

づ

こ
摩
處
に
向お

い
て
弁
明
せ
ば
則
ち
得よ

か
ら
ん
？
」
師
對
え
て
云
く
、「
更
に
什な

ん摩
人ぴ
と

と
商
量
し
去
ら
ん
？
」
雪
峯

云
く
、「
我
も
亦
た
對こ

た

う
る
こ
と
有
り
、
汝
但た

だ
我
に
問
え
。」
師
便
ち
問
う
、「
今
時
什
摩
處
に
向
い
て
弁
明
せ
ば
則
ち
得

か
ら
ん
？
」
峯
乃
ち
展
手
し
て
云
う
、「
但
だ
這こ

裏こ

に
向お

い
て
弁
明
せ
よ
。」
師
對
え
て
云
く
、「
此
れ
ぞ
是
れ
和
尚
、
物ひ
と

の

爲
に
す
る
情
の
切
な
り
。」
峯
便
ち
笑
う
。

【
日
譯
】

　

ま
た
あ
る
日
連
れ
立
っ
て
出
か
け
た
時
、
雪
峯
が
訊
ね
た
、「
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
は
、
一
瞬
を
出
な
い
。
と
こ
ろ
で
一

瞬
を
出
な
い
と
い
う
事
を
、
今
何
處
に
見
て
取
れ
ば
よ
い
か
？
」
師
、「
い
っ
た
い
ど
ん
な
人
と
商
量
し
よ
う
と
い
う
の
で

す
か
？
」
雪
峯
、「
わ
し
に
も
答
え
が
あ
る
、
き
み
は
わ
し
に
訊
ね
な
さ
い
。」
師
は
そ
こ
で
訊
ね
た
、「
今
何
處
に
見
て
取

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
」。
雪
峯
は
さ
っ
と
兩
手
を
差
し
出
し
て
い
う
、「
こ
こ
に
見
て
取
り
な
さ
い
。」
師
、「
な
ん
と
和

尚
さ
ん
、
老
婆
親
切
な
こ
と
で
す
ね
」。
雪
峯
は
苦
笑
し
た
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
首
山
語
錄
』
の
「
師
（
首
山
）
は
鏡
清
の
一
二
の
問
答
を
出
し
、
翠
岩

（
令
參
）
の
代
語
に
洎お
よ

ぶ
、
師
は
一
語
下
に
於
い
て
代
す
る
こ
と
三
轉
す
」
條
の
第
二
問
に
本
則
が
あ
り
、
問
う
た
者
の
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名
は
伏
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
則
の
異
傳
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

問
：
「
盡
乾
坤
不
出
一
刹
那
，
今
時
人
向
什
麼
處
辨
明
？
」
清
云
：
「
共
語
商
量
。」
岩
云
：
「
向
你
道
什
麼
處
辨

明
。」
師
代
云
：
「
不
問
他
別
人
。」
又
云
：
「
明
眼
人
笑
你
。」
又
云
：
「
用
辨
即
非
。」（『
古
尊
宿
語
錄
』
卷
八
，
中

華
書
局
本
一
三
一
頁
）

　

問
う
、「
盡
乾
坤
は
こ
の
一
瞬
に
現
成
し
て
い
る
。
今
の
人
は
ど
こ
に
そ
れ
を
見
て
取
る
か
？
」
鏡
清
、「
い
っ
し
ょ
に
論
議
し
よ

う
。」（『
祖
堂
集
』
は
「
誰
と
論
議
す
る
の
だ
」
に
作
る
。「
語
」
は
「
誰
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
）
翠
岩
の
代
語
、「
ど
こ
に
見
て
取
る
の
か
を

君
に
言
っ
て
や
ろ
う
。」
師
、
代
わ
っ
て
言
う
、「
人
に
問
う
こ
と
で
は
な
い
。」
ま
た
言
う
、「
そ
ん
な
こ
と
を
問
う
と
明
眼
の
人
に

笑
わ
れ
る
ぞ
。」
ま
た
言
う
、「
見
て
取
ろ
う
と
し
た
ら
誤
り
だ
。」

○
盡
乾
坤
事
，
不
出
一
刹
那
。
只
如
不
出
一
刹
那
底
事
，
今
時
向
什
摩
處
弁
明
則
得　
「
全
世
界
の
森
羅
萬
象
は
今
の
一
瞬

に
現
成
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
今
の
一
瞬
に
現
成
し
て
い
る
森
羅
萬
象
は
、
今
ど
こ
に
見
て
取
れ
ば
よ
か
ろ
う
。」「
盡

乾
坤
事
，
不
出
一
刹
那
」
と
は
、「
盡
乾
坤
是
一
个
眼
」（
本
書
卷
七
雪
峯
和
尚
第
二
八
段
）、「
盡
大
地
是
沙
門
一
隻
眼
」

（『
雪
峯
語
錄
』
卷
上
）
と
説
く
雪
峯
の
文
脈
に
照
ら
せ
ば
、
自
己
目
前
の
一
瞬
に
世
界
の
一
切
の
事
象
が
現
成
し
て
い
る

こ
と
の
發
見
で
あ
ろ
う
。
自
己
目
前
と
は
、
境
を
見
る
目
を
媒
介
に
し
て
世
界
の
核
心
、
即
ち
我
が
本
心
（
主
客
一
体
の

一
心
）
を
悟
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
い
ま
の
こ
の
一
瞬
の
一
心
に
盡
乾
坤
事
が
顯
現
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
永
明
延
壽
『
心
賦
』
の
句
「
鷲
山
正
脈
，
鹿
苑
鴻
基
，
眞
風
長
扇
，
慧
範
恆
施
」
に
自
注
し
て
い
う
、

　

此
一
心
法
，
是
十
方
三
世
諸
佛
得
道
之
場
，
説
法
之
本
。
原
始
要
終
，
不
離
此
法
。
該
今
括
古
，
豈
越
斯
門
？ 

如

『
百
門
義
海
』
云
：
「
遠
近
世
界
、
佛
及
衆
生
、
一
切
事
物
，
莫
不
於
一
念
中
現
。
何
以
故
？ 

一
切
事
法
，
依
心
而

現
。
念
既
無
礙
，
法
亦
隨
融
。
是
故
一
念
即
見
三
世
一
切
事
物
顯
現
。」
故
知
萬
法
不
出
一
心
矣
。

　
こ
の
一
心
の
法
は
十
方
の
三
世
諸
佛
が
道
を
獲
得
す
る
場
で
あ
り
、
教
え
の
根
本
で
あ
る
。
物
事
の
始
終
は
、
こ
の
一
心
の
法
を
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離
れ
る
こ
と
は
な
い
。
古
今
に
ゆ
き
わ
た
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
一
心
の
法
門
に
お
よ
ぶ
も
の
は
な
い
。『
百
門
義
海
』
に
「
遠
近
の

世
界
も
、
佛
も
衆
生
も
、
一
切
の
事
物
は
、
一
念
中
に
現
わ
れ
な
い
も
の
と
て
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
切
の
事も

法の

は
、
心
に
依
っ
て

現
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
念
が
一
切
に
ゆ
き
わ
っ
た
っ
て
い
る
か
ら
に
は
、
事
法
も
そ
れ
と
一
緒
に
圓
融
し
て
い
る
。
こ
う

い
う
こ
と
か
ら
、
一
念
の
う
ち
に
三
世
の
一
切
の
事
物
の
顯
現
を
見
て
い
る
の
だ
」
と
言
う
と
お
り
で
あ
る
。
ゆ
え
に
萬
法
は
一
心

を
出
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
辨
明
」
は
、
見
分
け
る
、
は
っ
き
り
と
見
て
取
る
こ
と
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
泉
州
福
清
院
玄
訥
禪
師
章
、

「
問
：
『
如
何
是
物
物
上
辨
明
？
』
師
展
一
足
示
之
。」

○
師
對
云
：
更
共
什
摩
人
商
量
去
？　

一
切
が
和
尚
の
一
心
の
一
刹
那
を
出
る
こ
と
は
な
い
、
和
尚
の
一
心
以
外
に
何
も
な

い
と
い
う
の
に
、
さ
ら
に
（
和
尚
以
外
の
）
誰
と
商
量
し
よ
う
と
い
う
の
で
す
か
。

○
雪
峯
云
：
我
亦
有
對
，
汝
但
問
我　

鏡
清
の
對
應
を
認
め
た
う
え
で
、
雪わ

峯し

な
ら
こ
う
す
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
を
示
そ
う

と
す
る
。

○
峯
乃
展
手
云
：
但
向
這
裏
弁
明　

そ
れ
、
こ
れ
を
見
る
自
分
の
一
心
だ
と
見
て
取
る
の
だ
。

　
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
七
羅
山
道
閑
章
、「
問
：
『
當
鋒
事
，
如
何
辨
明
？
』
師
擧
如
意
。
僧
曰
：
『
乞
和
尚
垂
慈
。』

師
曰
：
『
大
遠
也
！
』」

　

問
う
、「
切
っ
先
に
立
ち
向
か
う
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
を
ど
う
見
分
け
る
の
で
す
か
。」
師
は
如
意
を
持
ち
上
げ
た
。
僧
、「
ど
う
か

教
え
て
く
だ
さ
い
。」
師
、「
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
！
」

同
卷
一
九
泉
州
福
清
院
玄
訥
禪
師
章
、「
問
：
『
如
何
是
物
物
上
辨
明
？ 

師
展
一
足
示
之
。

　

問
う
、「
ど
の
よ
う
に
個
々
の
事
物
に
そ
れ
を
見
て
と
る
の
で
す
か
。」
師
は
片
方
の
足
を
差
し
出
し
た
。

○
師
對
云
：
此
是
和
尚
爲
物
情
切　

展
手
す
る
だ
け
で
よ
い
も
の
を
、
お
ま
け
に
「
但
向
這
裏
弁
明
」
と
は
、
何
と
い
う
老
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婆
親
切
。

○
峯
便
笑　

鏡
清
は
「
良
久
」
だ
け
で
完
結
す
る
接
化
（
鏡
清
〔
五
〕）
や
「
見
色
見
心
」
を
議
論
す
る
接
化
（
鏡
清
〔
七
〕）

に
對
し
て
、
す
で
に
飽
き
足
ら
ず
思
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
も
鏡
清
は
雪
峯
が
「
境
（
展
手
）」
を
見
さ
せ
る
（
だ
け
）
と

い
う
接
化
を
見
破
っ
て
い
た
。

〔
九
〕
か
く
も
尊
貴
、
か
く
も
綿
密

　

峯
又
時
云
：
「
爭
得
與
摩
尊
貴
！ 

得
與
摩
綿
密
！
」
師
對
云
：
「
某
甲
自
到
山
門
，
今
經
數
夏
，
可
聞
和
尚
與
摩
示

徒
？
」
峯
云
：
「
我
向
前
雖
無
，
如
今
已
有
。
莫
所
妨
摩
？
」
對
云
：
「
不
敢
。
此
是
和
尚
不
已
而
已
。」
峯
云
：
「
置
我

如
此
！
」
又
云
：
「
量
才
處
職
。」
於
是
承
言
領
旨
。
遍
歷
諸
方
，
凡
對
機
緣
，
悉
皆
冥
契
。
旋
迴
東
越
，
初
住
鏡
清
，
後

居
天
龍
、
龍
册
。
錢
王
欽
仰
德
高
，
賜
紫
衣
、
法
號
順
德
大
師
。

【
訓
讀
】

　

峯
又
た
時
に
云
く
、「
爭い

か

で
か
與か

摩く

も
尊
貴
な
る
を
得
た
る
！ 

與か

摩く

も
綿
密
な
る
を
得
た
る
！
」
師
對こ
た

え
て
云
く
、「
某そ
れ

甲が
し

山
門
に
到
り
て
よ
り
、
今
數す
う

夏げ

を
經
た
る
に
、
可あ

に
和
尚
の
與か

摩く

徒
に
示
す
を
聞
き
し
や
？
」
峯
云
く
、「
我
向さ

前き

に
は

無
き
と
雖
ど
も
、
如い

今ま

は
已
に
有
り
。
妨
ぐ
る
所
莫な

き
や
？
」
對
え
て
云
く
、「
不ふ

敢か
ん

。
此
れ
ぞ
是
れ
和
尚
已や

ま
ざ
る
の

み
。」
峯
云
く
、「
我
を
し
て
此か

く

の
如
き
に
置い

た

ら
し
め
た
り
！
」
又
云
く
、「
才
を
量は

か

り
て
職
に
處お

ら
し
む
。」
是こ

こ

に
於
い
て
言

を
承
け
旨
を
領
ず
。
諸
方
を
遍
歷
し
、
凡
そ
機
緣
に
對
す
れ
ば
、
悉
く
皆
な
冥
契
す
。
東
越
に
旋か

迴え

り
て
、
初
め
鏡
き
ょ
う

清し
ょ
うに
住

し
，
後
に
天て

ん

龍り
ゅ
う、
龍
り
ゅ
う

册さ
く

に
居こ

す
。
錢
王
德
の
高
き
を
欽き
ん

仰ご
う

し
、
紫
衣
、
法
號
順
德
大
師
を
賜
う
。

【
日
譯
】
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雪
峯
が
あ
る
と
き
言
っ
た
、「
か
く
も
尊
貴
な
る
！ 

か
く
も
綿
密
な
る
！
」
師
は
答
え
て
、「
わ
た
く
し
は
雪
峯
山
に
來

て
、
も
う
數
年
に
な
り
ま
す
が
、
和
尚
が
こ
の
よ
う
に
門
徒
に
説
か
れ
る
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。」
雪
峯
、「
以

前
に
は
言
わ
な
か
っ
た
が
、
今
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
ま
ず
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
」
答
え
て
言
う
、「
い
え
、
恐

れ
い
り
ま
す
。
こ
れ
は
和
尚
が
已
む
を
得
ず
言
わ
れ
た
だ
け
で
す
。」
雪
峯
、「
わ
た
し
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と

は
！
」
ま
た
言
う
、「
才
能
を
は
か
っ
て
職
に
つ
け
よ
う
。」
そ
こ
で
教
え
を
受
け
て
領
悟
し
た
。
師
は
各
地
を
遍
歷
し
て
、

お
よ
そ
機
緣
に
遇
え
ば
、
こ
と
ご
と
く
も
ら
さ
ず
會
得
し
た
。
東
越
に
歸
る
と
、
初
め
は
鏡
清
院
に
住
し
、
後
に
天
龍
寺
、

龍
册
寺
に
住
し
た
。
錢
王
は
そ
の
高
い
德
行
を
敬
慕
し
、
紫
衣
と
順
德
大
師
の
法
號
を
下
賜
し
た
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
宗
門
統
要
集
』
卷
八
雪
峯
章
、『
隆
興
佛
教
編
年
通
論
』
卷
二
八
雪
峯
章
、『
聯
燈

會
要
』
卷
二
一
雪
峯
章
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
、『
雪
峯
廣
錄
』
卷
下
、『
雪
峯
語
錄
』
卷
下
に
も
收
め
る
。

○
峯
又
時
云
：
爭
得
與
摩
尊
貴
！ 
得
與
摩
綿
密
！　
『
景
德
傳
燈
錄
』、『
宗
門
統
要
集
』、『
隆
興
佛
教
編
年
通
論
』、『
五
燈

會
元
』、『
聯
燈
會
要
』
は
い
づ
れ
も
「
此
事
得
恁
麼
尊
貴
！ 

得
恁
麼
綿
密
！
」（
此
の
事じ

恁か

麼く

も
尊
貴
な
る
を
得
た
る
！ 

恁か

麼く

も
綿
密
な
る
を
得
た
る
！
）
に
作
る
。「
な
ん
と
か
く
も
尊
貴
で
あ
る
と
は
！ 

な
ん
と
か
く
も
綿
密
で
あ
る
と
は
！
」

と
い
う
感
嘆
の
語
氣
で
言
う
。
本
書
は
前
句
を
「
爭
得
」
に
作
っ
て
、
よ
り
口
語
的
な
語
氣
を
表
わ
し
て
い
る
。「
尊
貴
」

（
尊
い
）、「
綿
密
」（
純
粹
）
は
佛
性
の
顯
現
を
讚
揚
す
る
語
。「
人
間
に
本
來
的
に
具
わ
る
靈
活
な
本
性
を
君
主
に
た
と

え
て
尊
貴
と
呼
ぶ
。
主
と
し
て
曹
洞
宗
で
使
わ
れ
る
用
語
」（『
禪
語
辭
典
』）。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
七
洪
州
雲
居
道
膺

禪
師
章
に
い
う
、

　

師
謂
衆
曰
：
「
…
…
學
佛
邊
事
是
錯
用
心
。
假
饒
解
千
經
萬
論
，
講
得
天
華
落
、
石
點
頭
，
亦
不
干
自
己
事
。
況
乎

其
餘
有
何
用
處
？
若
將
有
限
心
識
，
作
無
限
中
用
，
如
將
方
木
逗
圓
孔
，
多
少
差
訛
？ 

設
使
攢
花
簇
錦
，
事
事
及
得
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及
盡
一
切
事
，
亦
只
喚
作
了
事
人
、
無
過
人
，
終
不
喚
作
尊
貴
。
將
知
尊
貴
邊
，
著
得
什
麼
物
？ 

不
見
〈
從
門
入
者

非
寶
，
捧
上
不
成
龍
〉
？ 

知
麼
？
」

　

師
は
大
衆
に
語
っ
た
、「
…
…
佛
の
事
を
學
ぼ
う
と
す
る
の
は
、
心
得
ち
が
い
で
あ
る
。
た
と
い
千
本
の
經
典
、
萬
本
の
論
書
を
理

解
し
、
講
じ
て
諸
神
が
讚
歎
し
て
華
を
降
ら
せ
、
聽
い
た
石
が
う
な
づ
い
て
く
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
自
己
の
事
に
關
わ
ら
ぬ
。

ま
し
て
そ
れ
に
及
ば
ぬ
な
ら
、
何
の
役
に
も
立
た
ぬ
。
有
限
の
心
識
を
も
っ
て
無
限
の
中
に
用
い
る
な
ら
、
四
角
の
木
を
圓
い
穴
に

嵌
め
る
よ
う
な
も
の
で
、
ち
ぐ
は
ぐ
な
ら
ざ
る
を
得
ぬ
。
ま
た
み
ご
と
に
修
行
し
て
、
何
ご
と
に
も
滯
ら
ぬ
と
い
う
ふ
う
に
な
り
得

て
も
、
そ
の
人
は
〈
了
事
の
人
〉、〈
無
過
の
人
〉
と
喚
ぶ
だ
け
で
、
け
っ
し
て
〈
尊
貴
〉
と
は
喚
ん
だ
り
は
せ
ぬ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

〈
尊
貴
〉
の
方
面
に
は
何
を
も
置
く
こ
と
が
で
き
ぬ
と
知
ら
れ
る
。〈
門
よ
り
入
っ
て
來
た
物
は
自
家
の
寶
に
非
ず
。
捧
げ
持
っ
て
も

龍
に
は
な
ら
ぬ
〉
と
言
う
で
は
な
い
か
？ 

わ
か
る
か
？
」

す
な
わ
ち
、
學
問
や
修
行
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
生
得
の
本
性
、
佛
性
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
。「
綿
密
」
の
語
は
本
書
鏡
清
章
に
集
中
し
て
用
例
が
見
ら
れ
る
。
本
章
第
一
八
則
（
本
譯
注
で
は
第
一
九
則
）
に
、

　

問
：
「
如
何
是
皮
？
」
師
云
：
「
分
明
个
底
。」「
如
何
是
骨
？
」
師
云
：
「
綿
密
个
。」「
如
何
是
髓
？
」
師
云
：

「
更
密
於
密
。」

　

問
う
、「
皮
と
は
何
を
い
う
の
で
す
か
？
」
師
、「
は
っ
き
り
見
え
る
も
の
。」
僧
、「
骨
と
は
何
を
い
う
の
で
す
か
？
」
師
、「
綿
密

な
る
も
の
。」
僧
、「
髓
と
は
何
を
い
う
の
で
す
か
？
」
師
、「
さ
ら
に
綿
密
な
る
も
の
。」

こ
れ
は
達
摩
と
弟
子
た
ち
の
「
皮
肉
骨
髓
」
の
話
に
關
す
る
問
答
で
、「
骨
髄
」
は
内
な
る
も
の
の
譬
喩
。
ま
た
本
章
第

二
九
則
（
本
譯
注
で
は
第
三
〇
則
）
に
、

　

問
：「
如
何
是
聲
色
中
面
目
？
」
師
云
：「
現
人
不
見
。」
僧
云
：「
太
綿
密
生
！
」
師
云
：
「
體
自
如
此
。」
僧
云
：

「
學
人
如
何
趣
向
？
」
師
云
：
「
活
人
投
機
。」
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問
う
、「
聲
に
現
わ
れ
色
に
現
れ
る
本
來
の
面
目
と
は
？
」
師
、「
生
身
の
人
に
は
見
え
ぬ
。」
僧
、「
な
ん
と
綿
密
な
！
」
師
、「
本

體
か
く
の
如
し
。」
僧
、「
で
は
そ
こ
を
目
指
す
に
は
？
」
師
、「
活
き
た
人
は
好
機
に
投
ず
る
。」

　

こ
こ
で
鏡
清
が
「
機
に
投
じ
て
」
そ
れ
を
體
認
す
る
の
だ
、
と
正
面
か
ら
答
え
て
い
る
の
は
、
雪
峯
と
の
こ
の
問
答
の

經
驗
を
ふ
ま
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。　

○
師
對
云
：
某
甲
自
到
山
門
，
今
經
數
夏
，
可
聞
和
尚
與
摩
示
徒
？　

張
相
『
詩
詞
曲
語
辭
匯
釋
』
に
「
可
，
猶
豈
也
；
那

也
。」
と
あ
り
、「
可
聞
」
は
反
語
で
「
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
意
。
本
書
と
『
聯
燈
會
要
』
以
外
は
「
不
聞
」
に
作
る
。

こ
の
鏡
清
の
答
え
は
雪
峯
の
言
葉
「
爭
得
與
摩
尊
貴
！ 

得
與
摩
綿
密
！
」
を
聞
い
た
驚
き
を
表
わ
し
て
い
る
。「
そ
れ
」

を
言
う
こ
と
を
避
け
て
お
ら
れ
た
の
に
、
こ
の
よ
う
に
正
面
か
ら
肯
定
的
に
み
ご
と
に
言
い
留
め
ら
れ
た
と
は
！

○
峯
云
：
我
向
前
雖
無
，
如
今
已
有
。
莫
所
妨
摩
？　
『
景
德
傳
燈
錄
』、『
五
燈
會
元
』
は
「
莫
有
所
妨
麼
？
」、『
宗
門

統
要
集
』、『
聯
燈
會
要
』、『
雪
峯
廣
錄
』『
雪
峯
語
錄
』
は
「
莫
有
妨
閡
（
礙
）
也
無
？
」、『
隆
興
佛
教
編
年
通
論
』
は

「
莫
有
妨
麼
？
」
に
作
る
。「
莫
」
は
「
無
有
」
の
義
で
あ
る
か
ら
、
本
書
の
「
莫
所
妨
摩
？
」
に
「
有
」
は
な
く
と
も
同

義
。「
莫
～
摩
（
麼
）
？
」
は
自
分
の
考
え
を
相
手
に
確
認
す
る
言
い
方
。
こ
こ
で
は
、
鏡
清
の
コ
メ
ン
ト
で
自
分
の
言

表
に
不
適
切
が
あ
っ
た
こ
と
に
氣
づ
い
た
雪
峯
が
、
そ
の
こ
と
を
鏡
清
に
確
認
し
て
い
る
。

○
對
云
：
不
敢
。
此
是
和
尚
不
已
而
已　
「
不
敢
」
は
「
不
敢
當
」
の
略
。
表
面
的
に
は
「
恐
れ
入
り
ま
す
」
と
い
う
謙
遜

の
語
で
、
半
ば
は
承
認
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
。「
不
已
」
は
「
不
得
已
」（『
宗
門
統
要
集
』、『
聯
燈
會
要
』、『
雪
峯
語
錄
』）
と

同
義
。
雪
峯
は
「
つ
い
〈
爭
得
與
摩
尊
貴
！ 

得
與
摩
綿
密
！
〉
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
き
み
に
對
し
て
な
ら
、
か
ま

わ
ぬ
だ
ろ
う
か
？
」
と
氣
さ
く
に
問
い
か
け
た
。
鏡
清
は
「
こ
れ
こ
そ
和
尚
が
已
む
に
已
ま
れ
ず
、
老
婆
心
切
に
言
っ
て

く
だ
さ
っ
た
の
で
す
」
と
、
却
っ
て
感
謝
の
意
を
表
わ
し
た
。

○
峯
云
：
置
我
如
此
！
　「
置
」（
知
母
志
韻
）
は
「
致
」（
知
母
至
韻
）
の
假
借
（
蔣
禮
鴻
『
敦
煌
變
文
字
義
通
釋
』
増
補
定
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本
）。『
景
德
傳
燈
錄
』、『
五
燈
會
元
』
は
「
致
使
我
如
此
！
」
に
作
る
。「
致
使
」
は
あ
る
結
果
に
至
っ
た
こ
と
を
示
す
。

言
わ
で
も
の
こ
と
を
、
つ
い
言
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
自
分
に
對
す
る
、
半
ば
驚
き
と
後
悔
の
歎
息
が
表
わ
れ
て
い

る
。
本
則
は
冒
頭
に
「
峯
又
時
云
」
と
し
、『
景
德
傳
燈
錄
』
等
は
「
雪
峯
垂
語
曰
」
と
し
て
い
る
が
、
唐
突
に
切
り
出

し
た
の
で
は
な
く
、
鏡
清
と
二
人
だ
け
の
時
に
鏡
清
の
何
ら
か
の
し
ぐ
さ
（
作
用
）
を
見
て
、「
爭
得
與
摩
尊
貴
！ 

得
與

摩
綿
密
！
」
と
い
う
歎
聲
を
發
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
又
云
：
量
才
處
職
。
於
是
承
言
領
旨　
「
量
才
處
職
」
は
才
能
に
應
じ
て
職
に
取
り
立
て
る
意
。「
量
才
補
職
」
と
も
い

う
。
機
緣
が
適
っ
て
賞
讚
す
る
語
で
、
雪
峯
は
一
連
の
對
話
を
通
じ
て
鏡
清
の
力
量
を
認
め
印
可
し
た
。『
景
德
傳
燈
錄
』

は
こ
の
後
に
續
け
て
「
師
は
此
れ
に
從よ

り
信
入
す
。
而
し
て
且
ら
く
衆
に
隨
い
、
閩
中
に
こ
れ
を
小
怤
布
衲
と
謂
う
」
と

あ
り
、
鏡
清
は
雪
峯
山
で
悟
後
の
修
行
を
續
け
、
福
建
で
有
名
に
な
っ
た
と
い
う
。「
小
怤
布
衲
」
は
ま
だ
若
い
雲
水
と

い
う
意
味
で
、
本
則
に
「
某
甲
自
到
山
門
，
今
經
數
夏
」
と
い
う
か
ら
、
雪
峯
下
に
お
い
て
わ
ず
か
數
年
で
開
悟
し
認
め

ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

○
遍
歷
諸
方
，
凡
對
機
緣
，
悉
皆
冥
契
。
旋
迴
東
越
，
初
住
鏡
清
，
後
居
天
龍
、
龍
册
。
錢
王
欽
仰
德
高
，
賜
紫
衣
、
法
號

順
德
大
師　

そ
れ
か
ら
諸
方
を
行
脚
し
、
老
師
が
た
と
問
答
を
交
わ
し
て
、
眞
理
に
契
合
し
た
。
鏡
清
は
温
州
の
人
（
本

章
第
一
則
參
照
）、
福
州
の
雪
峯
山
か
ら
諸
方
行
脚
を
へ
て
故
郷
で
あ
る
越
（
今
の
浙
江
省
）
に
戻
っ
た
。『
宋
高
僧
傳
』

卷
一
三
に
「
曁
迴
浙
，
住
越
州
鑑
（
鏡
）
清
院
。
…
…
武
肅
王
錢
氏
欽
慕
，
命
居
天
龍
寺
，
私
署
順
德
大
師
。
次
文
穆
王

錢
氏
創
龍
册
寺
，
請
怤
居
之
，
吳
越
禪
學
自
此
而
興
」
と
い
う
。「
武
肅
王
」
は
錢
鏐
（
字
具
美
）、「
文
穆
王
」
は
錢
鏐

の
子
の
錢
元
瓘
（
字
眀
寶
）
の
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
吳
越
國
の
初
代
・
第
二
代
の
君
主
で
あ
っ
た
（『
新
五
代
史
』
卷
六
七
吳

越
世
家
）。
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〔
一
〇
〕
今
日
人
に
遇
う
も
却
て
人
に
遇
わ
ず

　

見
新
到
參
次
，
拈
起
拂
子
。
對
云
：
「
久
嚮
鏡
清
，
到
來
猶
有
紋
綵
在
。」
師
云
：
「
今
日
遇
人
却
不
遇
人
。」
後
有
人
進

問
：
「
今
日
遇
人
却
不
遇
人
，
意
作
摩
生
？
」
師
云
：
「
一
盤
御
飯
反
爲
庶
食
。」

【
訓
讀
】

　

新
到
の
參
ず
る
を
見
る
次お

り

、
拂
子
を
拈ね
ん

起き

す
。
對こ
た

え
て
云
く
、「
久
し
く
鏡
清
を
嚮し
た

う
に
、
到
り
來き
た

ら
ば
猶
お
紋も
ん

綵さ
い

の
有

る
在
り
。」
師
云
く
、「
今
日
人
に
遇
う
も
却
て
人
に
遇
わ
ず
。」
後
に
人
有
り
て
進
ん
で
問
う
、「
今
日
人
に
遇
う
も
却
て
人

に
遇
わ
ず
、
意
は
作い

摩か

生ん

？
」
師
云
く
、「
一
盤
の
御ぎ
ょ

飯は
ん

反か
え
って
庶し
ょ

食し
ょ
くと
爲
る
。」

【
日
譯
】

　

新
到
僧
が
來
參
し
た
の
を
見
て
、
師
は
拂
子
を
立
て
た
。
僧
は
こ
れ
に
對
し
、「
久
し
く
鏡
清
和
尚
の
名
を
慕
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
來
て
見
た
ら
ま
だ
紋
綵
を
留
め
て
お
ら
れ
る
と
は
！
」
師
、「
今
日
は
人
に
遇
っ
た
が
、
人
に
遇
わ
な
か
っ

た
。」
の
ち
に
あ
る
人
が
問
う
た
、「
今
日
は
人
に
遇
っ
た
が
、
人
に
遇
わ
な
か
っ
た
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
で
し
ょ
う

か
？
」
師
、「
皇
帝
の
御
飯
が
な
ん
と
庶
民
の
飯
に
な
っ
た
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
收
め
る
。

○
見
新
到
參
次
，
拈
起
拂
子　

鏡
清
は
來
參
僧
を
見
て
、
い
き
な
り
拂
子
を
立
て
て
見
せ
た
。

○
對
云
：
久
嚮
鏡
清
，
到
來
猶
有
紋
綵
在　
「
平
素
鏡
清
和
尚
の
う
わ
さ
を
聞
い
て
、
ど
ん
な
お
方
か
と
期
待
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
來
て
見
た
ら
ま
だ
紋
綵
が
吹
っ
切
れ
て
い
な
い
と
は
！
」
僧
は
鏡
清
が
拂
子
を
立
て
た
の
を
見
て
失
望
し
た
。

拂
子
を
立
て
て
見
せ
る
接
化
は
六
祖
慧
能
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
。

　

六
祖
見
僧
，
竪
起
拂
子
云
：
「
還
見
摩
？
」
對
云
：
「
見
。」
祖
師
抛
向
背
後
云
：
「
見
摩
？
」
對
云
：
「
見
。」
師
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云
：
「
身
前
見
，
身
後
見
？
」
對
云
：
「
見
時
不
説
前
後
。」
師
云
：
「
如
是
，
如
是
！ 

此
是
妙
空
三
昧
。」 

有
人
拈

問
招
慶
：
「
曹
溪
竪
起
拂
子
，
意
旨
如
何
？
」
慶
云
：
「
忽
有
人
迴
杓
柄
到
，
汝
作
摩
生
？
」
學
人
掩
耳
云
：
「
和

尚
！
」
慶
便
打
之
。（
本
書
卷
二
慧
能
和
尚
章
）

　

六
祖
は
僧
を
見
て
拂
子
を
立
て
た
、「
見
え
る
か
？
」
僧
、「
見
え
ま
す
。」
六
祖
は
後
ろ
へ
抛
り
投
げ
て
問
う
、「
見
え
た
か
？
」   

僧
、「
見
え
ま
し
た
。」
六
祖
、「
前
に
見
え
た
の
か
、
後
ろ
に
見
え
た
の
か
？
」
僧
、「
見
た
時
は
前
も
後
ろ
も
言
い
ま
せ
ぬ
。」
六

祖
、「
そ
の
通
り
だ
。
こ
れ
ぞ
妙
空
三
昧
と
い
う
も
の
だ
。」
あ
る
人
が
こ
の
問
答
を
と
り
あ
げ
て
招
慶
に
問
う
た
、「
曹
溪
大
師
が
拂

子
を
立
て
た
意
圖
は
何
で
し
ょ
う
か
？
」
招
慶
、「
も
し
人
が
柄
杓
を
逆
に
し
て
持
っ
て
來
た
ら
、
き
み
は
ど
う
す
る
か
？
」
僧
は
耳

を
掩
っ
て
言
っ
た
、「
和
尚
よ
！
」
招
慶
は
僧
を
打
っ
た
。

こ
れ
は
馬
祖
禪
の
「
見
色
見
心
」
を
主
題
と
す
る
問
答
で
、
馬
祖
の
弟
子
百
丈
懷
海
が
用
い
た
接
化
の
手
段
を
六
祖
に
ま

で
遡
ら
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

師
問
百
丈
：
「
汝
以
何
法
示
人
？
」
百
丈
竪
起
拂
子
對
。
師
云
：
「
只
這
个
，
爲
當
別
更
有
？
」
百
丈
抛
下
拂
子
。

（
本
書
卷
一
四
馬
祖
章
第
一
八
則
）

　

師
（
馬
祖
）
が
百
丈
に
問
う
、「
そ
な
た
は
ど
う
い
う
法
を
人
に
示
す
の
か
？
」
百
丈
は
拂
子
を
立
て
て
答
え
と
し
た
。
師
、「
た

だ
そ
れ
だ
け
か
、
ほ
か
に
も
あ
る
か
？
」
百
丈
は
拂
子
を
抛
り
投
げ
た
。

　

問
：
「
如
何
是
佛
？
」
師
云
：
「
汝
是
阿
誰
？
」
對
云
：
「
某
甲
。」
師
云
：
「
汝
識
某
甲
不
？
」
對
云
：
「
分
明

个
。」
師
竪
起
拂
子
云
：
「
汝
見
拂
子
不
？
」
對
云
：
「
見
。」
師
便
不
語
。（
本
書
卷
一
四
百
丈
章
第
八
則
）

　

問
う
、「
佛
と
は
い
か
な
る
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
そ
な
た
は
誰
な
の
か
？
」
僧
、「
某な

に

甲が
し

。」
師
、「
そ
な
た
は
そ
の
某な

に

甲が
し

を

見
識
っ
て
い
る
の
か
？
」
僧
、「
は
っ
き
り
と
。」
師
は
拂
子
を
立
て
て
、「
そ
な
た
に
は
拂
子
が
見
え
る
か
？
」
僧
、「
見
え
ま
す
。」

師
は
も
う
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
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拂
子
を
立
て
て
相
手
に
見
せ
、
見
聞
覺
知
の
主
體
に
氣
づ
か
せ
る
接
化
の
手
段
で
あ
る
（
禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究

班
『
唐
末
五
代
轉
型
期
の
禪
宗
―
九
、十
世
紀
福
建
禪
宗
の
思
想
史
的
動
向
（
一
）『
祖
堂
集
』
卷
七
雪
峯
和
尚
章
譯
注
』
所
收
雪

峯
章
第
一
四
則
參
照
，
二
〇
一
四
）。
本
則
で
鏡
清
は
新
到
僧
が
何
も
問
わ
な
い
先
に
、
拂
子
を
立
て
て
見
せ
た
の
は
、
こ

れ
に
よ
っ
て
僧
の
反
應
を
試
み
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
僧
は
豫
想
に
反
し
て
、
そ
の
作
略
が
見
慣
れ
た
馬
祖
禪
の
常
套
手

段
だ
と
知
っ
て
い
て
、「
ま
だ
そ
ん
な
紋
綵
が
振
っ
切
れ
て
い
な
い
と
は
！
」
と
應
じ
た
。「
紋
綵
」
は
『
一
切
經
音
義
』

卷
八
七
に
「
紋
綵
：
上
吻
分
反
，『
考
聲
』
云
：
吳
越
謂
小
綾
爲
紋
；
下
猜
宰
反
，『
考
聲
』
云
：
繒
帛
有
色
者
也
」。
美

し
い
色
模
樣
の
絹
を
い
う
江
南
の
方
言
。「
文
彩
」、「
文
綵
」
と
も
書
く
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
四
藥
山
章
に
、

　

一
日
師
看
經
次
，
柏
巖
曰
：
「
和
尚
休
猱
人
得
也
。」
師
卷
却
經
曰
：
「
日
頭
早
晚
？
」
曰
：
「
正
當
午
。」
師
曰
：

「
猶
有
這
箇
文
彩
在
。」
曰
：
「
某
甲
無
亦
無
。」
師
曰
：
「
汝
大
殺
聰
明
。」
曰
：
「
某
甲
只
恁
麼
。
和
尚
尊
意
如

何
？
」
師
曰
：
「
我
跛
跛
挈
挈
，
百
醜
千
拙
，
且
恁
麼
過
。」

　

あ
る
日
師
は
經
典
を
讀
ん
で
い
た
。
柏
巖
明
哲
が
そ
れ
を
見
て
言
っ
た
、「
和
尚
、
人
を
虛
假
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
師
は
經

典
を
捲
き
も
ど
し
て
言
っ
た
、「
い
ま
、
な
ん
ど
き
か
な
？
」
柏
巖
、「
ち
ょ
う
ど
正
午
で
す
。」
師
、「
ま
だ
そ
ん
な
文
彩
が
殘
っ
て

い
る
と
は
！
」
柏
巖
、「
わ
た
く
し
に
は
無
い
こ
と
さ
え
も
あ
り
ま
せ
ぬ
。」
師
、「
そ
な
た
は
た
い
し
た
聰
明
さ
だ
な
。」
柏
巖
、「
わ

た
く
し
は
そ
う
だ
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
。
和
尚
の
お
氣
も
ち
は
ど
う
な
の
で
す
か
？
」
師
、「
わ
た
し
は
よ
ろ
よ
ろ
ふ
ら
ふ
ら
、
老
い

て
目
も
あ
て
ら
れ
ぬ
み
っ
と
も
な
さ
。
日
々
か
く
あ
る
ば
か
り
だ
。」

藥
山
は
日
頃
經
典
を
讀
む
こ
と
（
文
字
に
執
著
す
る
こ
と
）
を
戒
め
て
い
た
。
そ
の
藥
山
が
經
典
を
讀
ん
で
い
る
の
を
、

柏
巖
が
見
て
咎
め
た
と
こ
ろ
、
藥
山
は
そ
れ
に
は
應
ぜ
ず
、
時
間
を
訊
い
て
「
正
午
で
す
」
の
答
え
に
、「
猶
お
這
箇
の

文
彩
の
有
る
在
り
」
と
言
っ
た
。「
日
頭
」
に
も
正
午
と
い
う
「
文
彩
」
が
殘
っ
て
い
る
と
言
っ
て
、
柏
巖
に
經
典
を
讀

ま
な
い
こ
と
へ
の
こ
だ
わ
り
を
諷
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
「
紋
綵
」
は
い
ら
ざ
る
こ
だ
わ
り
を
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指
す
。「
有
～
在
」
は
強
調
の
句
式
。『
景
德
傳
燈
錄
』、『
五
燈
會
元
』
は
「
猶
有
這
箇
在
」
に
作
る
。

○
師
云
：
今
日
遇
人
却
不
遇
人
。
後
有
人
進
問
：
今
日
遇
人
却
不
遇
人
，
意
作
摩
生
？ 

師
云
：
一
盤
御
飯
反
爲
庶
食　
「
今

日
人
に
遇
う
も
却
っ
て
人
に
遇
わ
ず
」
は
、
せ
っ
か
く
の
出
逢
い
を
無
駄
に
し
た
こ
と
。
の
ち
鏡
清
は
そ
の
意
味
を
問
わ

れ
て
「
皇
帝
の
御
膳
が
庶
民
の
飯
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
答
え
た
。
拂
子
を
立
て
る
こ
と
が
馬
祖
禪
の
常
套
手
段
に
す

ぎ
な
い
と
い
う
新
到
僧
の
反
應
が
、「
見
色
見
心
」
と
い
う
悟
道
の
契
機
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
い
う
。『
景
德
傳

燈
錄
』、『
五
燈
會
元
』
は
「
後
有
人
進
問
」
以
下
が
な
く
、『
五
燈
會
元
』
は
「
今
日
遇
人
却
不
遇
人
」
を
「
鏡
清
今
日

失
利
」（
わ
た
し
の
接
化
が
今
日
は
失
敗
し
た
）
と
し
て
、
率
直
に
接
化
の
失
敗
を
認
め
て
い
る
。
實
情
は
そ
の
と
お
り
で

あ
っ
て
、
新
到
僧
の
不
敏
を
詰
る
「
今
日
遇
人
却
下
不
遇
人
」
も
「
一
盤
御
飯
反
爲
庶
食
」
も
失
敗
を
糊
塗
し
た
強
辯
で

あ
ろ
う
。
こ
の
新
到
の
行
脚
僧
は
お
そ
ら
く
各
地
の
叢
林
で
「
拂
子
を
立
て
る
」
と
い
う
作
略
を
見
て
來
た
の
で
あ
る
。

中
唐
馬
祖
禪
の
創
始
か
ら
一
五
〇
年
、
晩
唐
時
代
に
至
っ
て
、
そ
の
「
即
心
是
佛
」、「
性
在
作
用
」、「
見
色
見
心
」
の
教

説
は
一
世
を
風
靡
し
、
禪
宗
界
の
大
衆
化
に
と
も
な
っ
て
、
創
出
當
初
の
衝
擊
は
失
わ
れ
て
、
理
解
の
庸
俗
化
を
招
き
、

「
作
用
即
性
」
を
具
體
化
し
た
方
便
が
安
易
な
模
倣
者
を
生
む
に
至
っ
た
。
こ
の
情
況
下
に
お
い
て
、
雪
峯
門
下
で
は
深

刻
な
反
省
を
通
じ
て
悟
道
論
の
探
究
が
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
鏡
清
は
こ
の
問
題
に
い
か
に
對
處
し
た
か
が
、
本
章

の
讀
み
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
本
則
は
鏡
清
が
福
建
の
雪
峯
山
を
辭
し
て
越
州
の
鏡
清
院
に
住
し
た
最
初
の
問
答
と
し
て
記
錄

さ
れ
、
馬
祖
禪
の
公
式
の
搬
用
が
限
界
に
來
て
い
る
こ
と
を
示
す
結
果
と
な
っ
て
い
る
。




